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Z C 会 議 14：10～15：10 6F アルシェ Z C ／ Z 幹 事 
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役　　　　職 氏　　名 所属クラブ 出欠
地 区 ガ バ ナ ー ・
地 区 Ｌ Ｃ Ｉ Ｆ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 高 橋 洋 荒 尾

元 国 際 理 事 吉 田 憲 史 熊 本
地 区 名 誉 顧 問 会 議 長 ・ 前 地 区 ガ バ ナ ー
LCIF 地 区 キ ャ ン ペ ー ン コ ー デ ィ ネ ー タ ー 村 中 尊 裕 亀 熊 本 第 一

第 一 副 地 区 ガ バ ナ ー 三 島 省 吾 熊 本 り ん ど う

第 二 副 地 区 ガ バ ナ ー 土 肥 康 信 城 南

地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 伊 藤 智 章 荒 尾 ×

地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 住 本 親 人 宇 土 ×

地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 杉 田 貞 治 菊 池

地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 二 階 堂 輝 男 玉 名

地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 野 村 民 夫 熊 本 第 一
地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー
ラ イ オ ン 誌 日 本 語 版 委 員 椿 幸 雄 熊 本 火 の 国

地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 玉 川 孝 熊 本 葵

地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 髙 木 保 昌 宇 土
地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー ・
地 区 Ｇ Ｌ Ｔ コ ー デ ィ ネ ー タ ー ・ 委 員 長 佐 藤 武 史 免 田

地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 桑 﨑 陽 彦 熊 本 黄 壁 城

地 区 名 誉 顧 問 ・ 元 地 区 ガ バ ナ ー 安 田 倭 也 八 代 球 磨 川

キ ャ ビ ネ ッ ト 幹 事 大 石 教 義 荒 尾

キ ャ ビ ネ ッ ト 会 計 福 田 毅 荒 尾

地 区 Ｇ Ｍ Ｔ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 福 山 克 己 熊 本 中 央

地 区 Ｇ Ｓ Ｔ コ ー デ ィ ネ ー タ ー 安 原 光 則 玉 名

地 区 Ｆ Ｗ Ｔ コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ 正 ） 井 芹 貴 子 熊本キャッスル

地 区 Ｆ Ｗ Ｔ コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ 副 ） 南 希 里 熊 本 南

1Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 織 畠 純 吾 熊 本 白 門

2Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 山 部 英 則 熊 本 第 一

3Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 國 﨑 拓 玉 名

4Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 宮 川 貞 雄 菊 池

5Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 草 尾 幸 隆 阿 蘇

6Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 田 中 秀 和 熊 本 菊 南

7Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 犬 童 富 士 子 免 田

8Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 松 本 佳 孝 松 橋

9Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 永 田 伸 治 城 南

10Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 西 田 順 子 砥 用

11Z ． ゾ ー ン ・ チ ェ ア パ ー ソ ン 太 田 守 俊 熊 本 南

地 区 Ｌ Ｃ Ｉ Ｆ 委 員 長 高 橋 洋 荒 尾

地 区 Ｇ Ｌ Ｔ 委 員 長 佐 藤 武 史 免 田

地 区 Ｇ Ｍ Ｔ 委 員 長 福 山 克 己 熊 本 中 央

地 区 Ｇ Ｓ Ｔ 委 員 長 安 原 光 則 玉 名

地 区 Ｆ Ｗ Ｔ 委 員 長 井 芹 貴 子 熊本キャッスル

地 区 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 広 報 委 員 長 野 田 龍 也 荒 尾

地 区 国 際 関 係 ・ 国 際 大 会 委 員 長 有 江 誠 熊 本 り ん ど う

地 区 Ｙ Ｃ Ｅ 委 員 長 伊 藤 竜 彦 熊 本 火 の 国

地 区 青 少 年 育 成 ク エ ス ト ・ レ オ 委 員 長 那 須 弘 紹 免 田

地 区 年 次 大 会 委 員 長 藤 瀬 隆 司 荒 尾

地 区 年 次 大 会 実 行 委 員 長 益 本 広 幸 荒 尾

地 区 会 計 監 査 委 員 古 谷 陽 一 熊 本 第 一

地 区 会 計 監 査 委 員 坂 本 祐 資 玉 名 ×

地 区 Ｌ Ｃ Ｉ Ｆ 委 員 上 林 好 富 熊 本 龍 峰

地 区 Ｇ Ｌ Ｔ 委 員 永 田 義 博 熊 本

地 区 Ｇ Ｍ Ｔ 委 員 木 下 隆 一 牛 深

地 区 Ｇ Ｓ Ｔ 委 員 野 原 浩 史 熊 本 火 の 国

地 区 Ｆ Ｗ Ｔ 委 員 米 村 千 晶 甲 佐

地 区 情 報 テ ク ノ ロ ジ ー 広 報 委 員 柏 木 茂 熊本キャッスル

地 区 国 際 関 係 ・ 国 際 大 会 委 員 吉 村 孝 太 郎 肥 後 黎 明

地 区 Ｙ Ｃ Ｅ 委 員 吉 井 本 宇 土

地 区 青 少 年 育 成 ク エ ス ト ・ レ オ 委 員 桑 野 雅 弘 植 木

地 区 Ｉ Ｔ 専 門 委 員 髙 江 康 明 熊本キャッスル

前 地 区 キ ャ ビ ネ ッ ト 幹 事 松 本 克 己 熊 本 第 一

前 地 区 キ ャ ビ ネ ッ ト 会 計 古 谷 陽 一 熊 本 第 一

前 地 区 会 計 監 査 委 員 小 林 綠 郎 八 代 球 磨 川

キ ャ ビ ネ ッ ト 事 務 局 ア ド バ イ ザ ー 宮 野 秀 之 八 代 球 磨 川

キ ャ ビ ネ ッ ト 副 幹 事 早 田 勝 之 熊 本 り ん ど う

キ ャ ビ ネ ッ ト 委 員 内 山 創 熊 本 平 成 ×

キ ャ ビ ネ ッ ト 委 員 松 野 下 憲 広 熊 本 り ん ど う

キ ャ ビ ネ ッ ト 委 員 川 上 敏 雄 熊 本 り ん ど う

キ ャ ビ ネ ッ ト 委 員 那 須 研 志 荒 尾

第１回キャビネット会議出席者名簿



氏　名 所属クラブ 出欠

高 橋 洋 荒 尾

吉 田 憲 史 熊 本

椿 幸 雄 熊 本 火 の 国

玉 川 孝 熊 本 葵

佐 藤 武 史 免 田

福 山 克 己 熊 本 中 央

安 原 光 則 玉 名

髙 野 裕 子 熊 本 平 成 ×

有 江 誠 熊本りんどう

伊 藤 竜 彦 熊 本 火 の 国

宗 像 哲 夫 宇 土

宮川 健一郎 菊 池

高 橋 洋 荒 尾

大 石 教 義 荒 尾

役　職 氏　名 所属クラブ 出欠 役　職 氏　名 所属クラブ 出欠

1Z・幹事 千 田 基 史 熊 本 白 門 6Z・幹事 仁 木 和 朝 熊 本 菊 南

2Z・幹事 杉 野 友 一 熊 本 第 一 7Z・幹事 佐 藤 重 光 免 田

3Z・幹事 青 木 肇 宏 玉 名 8Z・幹事 上 原 信 雄 松 橋

4Z・幹事 味 府 秀 次 菊 池 9Z・幹事 宮 本 和 博 城 南 ×

5Z・幹事 牧 山 浩 阿 蘇 × 10Z・幹事 松 本 保 孝 砥 用

11Z・幹事 大 鶴 朋 也 熊 本 南

氏　名 所属クラブ 出欠

冨 永 雄 二 人 吉

迫 英 治 菊 池

北 﨑 冨 一 甲 佐

島 清 房 熊本サンライズ

辻 重 男 熊 本 菊 南

宮 本 洋 一 玉 名

髙 木 保 昌 宇 土

ラ イ オ ン 誌 日 本 語 版 委 員

複 合 地 区 ガ バ ナ ー 協 議 会 事 務 運 営 委 員

複 合 地 区 ラ イ オ ン ズ ア ラ ー ト 緊 急 援 助 資 金 委 員

複 合 地 区 Ｇ Ｍ Ｔ 委 員

複 合 地 区 Ｇ Ｌ Ｔ 委 員

複 合 地 区 Ｇ Ｓ Ｔ 委 員

複 合 地 区 国 際 関 係 ・ 国 際 大 会 委 員

複 合 地 区 Ｙ Ｃ Ｅ 委 員

複 合 地 区 青 少 年 育 成 ク エ ス ト ・ レ オ 委 員

熊 本 県 ラ イ オ ン ズ カ ー ド 運 営 管 理 会 理 事 長

熊 本 県 LC 献 眼 ・ 献 腎 ・ 献 血 運 動 協 力 会 理 事 長

熊 本 県 LC 献 眼 ・ 献 腎 ・ 献 血 運 動 協 力 会 専 務 理 事

熊 本 県 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 奨 学 会 理 事 長

熊 本 県 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 奨 学 会 専 務 理 事

複　合　地　区　役　員

役　　　　　職

ガ バ ナ ー 協 議 会 副 議 長

元 国 際 理 事

複 合 地 区 Ｇ Ｌ Ｔ （ 指 導 力 育 成 ） 委 員 会 委 員 長

熊 本 県 Y C E 協 力 会 理 事 長

熊 本 県 Y C E 協 力 会 専 務 理 事

オブザーバー出席者名簿

複 合 地 区 Ｉ Ｔ 専 門 委 員 （ 正 ）

複 合 地 区 Ｆ Ｗ Ｔ コ ー デ ィ ネ ー タ ー （ 副 ）

協　　力　　会

役　　　　職



第 1 回キャビネット会議次第 
 

議 長 ： 地 区 ガ バ ナ ー L.高橋 洋 
  司会進行：キャビネット幹事  L.大石 教義 

 
1. 開会宣言並びにゴング             地区ガバナー     L.高橋 洋 
2. 国旗に敬礼・国歌並びにライオンズクラブの歌斉唱 
3. 物故ライオンに黙祷 
4. 出席者調査報告          地区役員  名中  名 オブザーバー  名 
5. 出席者紹介                  キャビネット幹事  L.大石 教義 
6. 地区ガバナー挨拶               地区ガバナー    L.高橋 洋 
7. 地区名誉顧問会議長挨拶            地区名誉顧問会議長 L.村中 尊裕亀 
8. 前三役パストバッジ贈呈            地区ガバナー    L.高橋 洋 
9.  ZC･各種委員会委員長タブ伝達 

10. 本年度活動方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.7 
（1）国際プログラム 
（2）地区ガバナーの基本方針並びに重点目標について 
11. 第 1 回長期計画委員会報告      委員長（地区名誉顧問会議長） L.村中 尊裕亀 
12. 協議事項 
（1）前キャビネットからの申し送り事項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.31 
（2）地区財務運用、管理の基本事項に関する承認について・・・・・・・・・・・・P.34 
（3）2017～2018 年度一般会計並びに特別会計決算報告・・・・・・・・・・・・・・P.35 

 前キャビネット会計 L.古谷 陽一 
（4）2017～2018 年度一般会計並びに特別会計監査報告 前地区会計監査委員 L.小林 綠郎 
（5）地区本年度（2018.7～2019.6）の収支予算案の承認について・・・・・・・・・P.50 

キャビネット会計  L.福田 毅 
（6）キャビネット幹事・会計の任務遂行上の保証としての担保の承認について 
（7）ガバナー職務推進事項について 
 ［行事関係事項］ 
  イ. 地区キャビネット会議（行事カレンダー参照） 
  ロ. ガバナー公式訪問（ガバナー公式訪問実施表参照） 
（8）諸規定について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.57 
  イ. 地区キャビネット引継基金規定 
  ロ. 地区慶弔規程並びに地区キャビネット事務局慶弔規程 

ハ. 地区長期計画委員会規定 
  二. 地区「緊急災害相互援助資金」規定 
（9）第 65 回地区年次大会ガバナーズアワード授与基準（案） 
（10）キャビネット運営年間行事カレンダー（別紙参照） 
（11）地区年次大会他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.63 



  イ. 第 65 回地区年次大会 
  ロ. 第 65 回複合地区年次大会 
  ハ. 第 57 回オセアル・フォーラム 
  ニ. 第 102 回国際大会 
  ホ. ○周年式典予定表 

  
 
13. ZC 及び各委員長の方針と目標について 
（1）第一副地区ガバナー                        L.三島 省吾 
（2）第二副地区ガバナー                         L.土肥 康信 
（3）LCIF 地区キャンペーンコーディネーター            L.村中 尊裕亀 
（4）地区 GLT コーディネーター・委員長               L.佐藤 武史 
（5）地区 GMT コーディネーター・委員長               L.福山 克己 
（6）地区 GST コーディネーター・委員長                  L.安原 光則 
（7）地区 FWT コーディネーター（正） L.井芹 貴子 
（8）各ゾーン・チェアパーソン 
（9）地区情報テクノロジー広報委員長                                                         L.野田 龍也 
（10）地区国際関係・国際大会委員長                            L.有江 誠 
（11）地区 YCE 委員長                         L.伊藤 竜彦 
（12）地区青少年育成 クエスト・レオ委員長               L.那須 弘紹 
（13）地区年次大会委員長                     L.藤瀬 隆司 
 
14. 報告事項 
   平成３０年７月西日本豪雨災害について 
 
15. 四協力会よりの報告（別冊参照） 
16. その他（別紙参照） 
17. ライオンズ・ローア              地区名誉顧問  L.二階堂 輝男 
18. 閉会宣言並びにゴング             地区ガバナー  L.高橋 洋 
 



会長のメッセージ 

2018～2019 年国際会長 

ライオンズの皆さんへ 

今の私があるのは、母国アイスランドで育ったお

かげです。小さいけれど美しいこの国では、地域

の絆で固く結ばれた人々が、支え合い、力を合わ

せて新しい課題を乗り越えていきます。まるでライ

オンズのようですね。この団結の精神は、私たち

のモットー、そして会長としての私のテーマでもあ

る「ウィ・サーブ」の土台です。 

私たちは類を見ない優しさと誇りを持って、世界、

地域社会、隣人、そして互いに奉仕しています。ライオンズは、1 世紀にわたる経験と

思いやりを持ったグローバルな奉仕の一団であり、140 万人を超える会員の力を役

立てれば、ともに奉仕の新しい地平を切り開くことができるはずです。 

そのための方法は、各地域社会が直面している課題に対し、独創的な解決策を見つ

けることです。新しいテクノロジーを取り入れれば、成果はさらに高まるはずです。そ

して心優しい男女に奉仕への参加を呼びかければ、かつてないほど遠くまで到達で

きるようになるでしょう。確かに、私たちは最初の 100 年で極めて多くを成し遂げてき

ました。しかし、今後も力を合わせることにより、各地域社会と世界中で私たちの真の

可能性を解き放とうではありませんか。 

将来への大きな夢を共有することで、世界が経験したことのない奉仕を実現していき

ましょう。皆さんと手を携えて奉仕し、地平線の彼方を目指せることを、心から光栄に

思います。 

心を込めて 

国際会長 

グドラン・イングバドター 

 

 

 

 

 



 

国際会長テーマ – われわれは奉仕する 

100 年間にわたって、世界中の才能豊かな人々が私たちの協会を導いてきました。

歴代国際会長がライオンズ国際協会に独自の視点と専門性をもたらす中、すべての

ライオンズをこれまでも、そして今後も団結させ続けるのは奉仕です。これを念頭に、

歴代国際会長はクラブが奉仕を強化し、その結果としてライオンズが地域のみならず

グローバルコミュニティにもインパクトを与えられるように支援に取り組みます。 

国際会長モットー – 地平線の彼方に 

ライオンズですらまだ辿り着いていない奉仕の世界があります。グドラン・イングバドタ

ー国際会長の任期中に、私たちは自分の地域やクラブで世界がまだ目にしていない

水準の人道奉仕を達成します。 

国際会長の焦点 – 140 万人のライオンズの力を合わせて 

イングバドター国際会長のプログラムとイニシアチブは、ライオンズ国際協会を進化さ

せるために重要な以下の 4 つの主な要素を中心に取り組みます。 

1) 会員増強を推し進める 
2) リーダーシップ育成を強化する 
3) ライオンズ同士の交流を奨励する 
4) 私たちのストーリーを伝える 

 



【国際協会モットー】

「Ｗｅ　Ｓｅｒｖｅ」

国際会長

グドラン・イングバドター

【地区スローガン】

「セカンド・センチュリーへ奉仕の一歩」

【地区ガバナーテーマ】

「Ｗｅ　Ｓｅｒｖｅ」

【基本方針】
①　会員増強

②　ＧＭＴ・ＧＬＴ・ＧＳＴ・ＦＷＴへの組織編成

【重点目標】
①　会員増強　各クラブ四半期毎１名の計４名

②　ＬＣＩフォワードの実践（糖尿病予防、小児がん支援、飢餓支援
　　　　　　　　　　　　　　　　　視力保護、環境保全）

③　ＬＣＩＦ５０年キャンペーンの推進

２０１８年～２０１９年度プログラム

３３７－Ｅ地区ガバナー　　高橋　洋



就 任 挨 拶 
役職名 第一副地区ガバナー     氏名 三島 省吾     

 （熊本りんどう LC） 

この度、年次大会に於いて第一副地区ガバナーの承認をいただき、

会員の皆様には心より感謝申し上げます。 

昨年度は上級リーダーシップ研修、第二副地区ガバナー研修など大

学卒業以来、勉強の毎日で、あっという間の一年でした。また会員

の皆様に少しでもお話をしたいと思い、１１のゾーンすべての公式

訪問に随行させていただきました。その他、国際レベルの公式訪問

へも、全て出席させて頂きました。今年度から GAT を軸に大幅に組

織編成が変わり、LCIF キャンペーン１００が始まるということもあ

り、ライオンズのロゴマークのように、過去に敬意を表し、未来を

見つめガバナーチームの一員として E 地区のお役に立てるよう努力

する所存です。皆様の温かいご支援、ご協力をお願い申し上げまし

て、就任の挨拶にかえさせて頂きます。 

 



就 任 挨 拶 
役職名第二副地区ガバナー  氏名 土肥 康信 
 （城  南 LC） 

２０１８年７月、いよいよ新年度が始まりました。 

第二副地区ガバナーに就任致します。微力非才ではありま

すが、高橋ガバナーの方針を実現出来ますように、三島第一

副地区ガバナーにご教示いただきながら、第二副地区ガバナ

ーの責務を遂行致す所存です。 

また、改めてライオンズのことを勉強していきたいと思って

おります。 

吉田元国際理事、名誉顧問の皆様、会員の皆様、今後共御

指導・御鞭撻を賜ります様どうぞ宜しくお願い致します。 
 



就 任 挨 拶 
役職名 LCIF コーディネーター 氏名 村中尊裕亀      

 （熊本第一 LC） 

 
 謹啓 向暑の折、皆様におかれましては益々ご健勝にてライオニズムの高揚

にご精進のこととお喜び申し上げます。      
 さて、この度、ラスベガスの第 101 回国際大会に於いて、高橋ライオンが E
地区ガバナーに就任されました。その高橋ガバナーより LCIF コーディネータ

ーの拝任を受け、責任の重さに身の引き締まる思いであります。  
 昨今の温暖化による異常気象で、各地に想定外の自然災害が多発しています。 
E 地区も 2 年前の熊本地震の際に LCIF 基金より多額の支援をいただき、復興

の助けになりました。今期はすでに、西日本豪雨で LCIF より 10 万ドルの支援

が決定しました。 
益々、ライオンズクラブの LCIF の必要性、重要性を身に染みて感じており

ます。 
 来る 7 月の第 1 回キャビネット会議を皮切りに、ガバナー公式訪問がスター

トしますが、その際に LCIF の呼びかけをして回ります。   
 何卒、337-E 地区の益々の発展はもとより、会員皆様のご活躍を祈念申し上

げますと共に、今年一年間の皆様方のご支援、ご協力をお願い申し上げ、LCIF
コーディネーター就任のご挨拶といたします。    
       
    
    
   



就 任 挨 拶 
役職名 地区 GLT コーディネーター・GLT 委員長 

氏名 佐藤 武史  
 （免 田 LC） 
今期の地区ＧＬＴコーディネーターとして高橋ガバナーより拝命を頂きました。 

従いましてガバナーの意向に沿い以下の ACT を実践していきたいと思います。 
目標は３３７E 地区全体の意識の向上とリーダーシップ育成です。 
MD/GLT コーディネーター委員長の玉川 L（当地区の代表）の指導のもと 
ＧＬＴ研修を通して、その情報を各クラブ会長及び会員までいきわたるよう最大 
限の努力をする 
①各コーディネーターとの連携を図る。（地区委員との連携を図る） 
②ゾーン・チェアパーソン、クラブ会長との意思の疎通を図る。（諮問会の充実） 
③各コーディネーターとの合同セミナーの開催（リーダーシップ研究会） 
などが考えられます。 
ライオンズクラブの原点はクラブです。クラブの発展なくしてライオンズの未来

はありません。一人ひとりの会員の意識改革を行うのは、クラブ会長の責務です。

クラブの発展には、ゾーン・チェアパーソンの役割は大変重要です。ゾーン・チ

ェアパーソンは、常にゾーン内の各クラブ会長と緊密に情報を共有して、優れた

クラブとして維持出来るよう各クラブの特性を継続して活かす事が大切です。 
 更にクラブのリーダーの育成には、会員増強が必須であるが合わせてクラブ例会

の出席率の向上、奉仕活動の充実、会員同士の強い絆を育てる事が大切でありま

す。 
次世代へのライオンズ精神の橋渡しと更なる向上、すなわち 
 高橋ガバナーのスローガン「セカンド・センチュリーへ奉仕の一歩」こそが基

盤となります。全力で進んでいきましょう！ 
皆様のご協力を宜しくお願い致します。 
 
 



就 任 挨 拶 
 

役職名 地区 GMT ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・GMT 委員長氏名 福山 克己 
（熊本中央ＬＣ） 

 
この度、３３７－Ｅ地区ガバナーⅬ高橋 洋より、３３７複合地 

 
区ＧＭＴ委員･３３７－Ｅ地区ＧＭＴコーディネーター･３３７－Ｅ 
 
地区ＧＭＴ委員長の委嘱を賜りました。 
 

誠に光栄な事とともに責任の重さを痛感いたしております。この 
 
委員会は以前のＥＸＴ委員会も含むと聞いております。どちらにし 
 
ても目標は会員増強でありますので、新クラブの結成、各クラブの 
 
会員の増強に対しても努力したいと考えております。 
 

例年のガバナーの重点目標の一つにも必ず会員増強が挙げられて 
 
おります。男性会員はもちろんのこと、女性会員、家族会員の増強 
 
も当然だと思いますので、各クラブ会長のご協力もいただきまして、 
 
目標達成できますよう頑張りたいと思っております。 
 

また、今年度は牛深ＬＣのＬ木下隆一委員と一緒にこの委員会の 
 
仕事を受けましたので、大変心強く思っております。 
 

どうぞ、３３７－Ｅ地区の皆様の絶大なるご支援、ご協力のほど 
 
お願いいたしまして、就任の挨拶とさせていただきます。 



就 任 挨 拶 
役職名 GST ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・GST 委員長 氏名 安原 光則 

(玉 名 LC）  
 

ガバナーL高橋 洋よりご指名を賜わり誠にありがとうございました。 

前期、三献推進委員長 L内田浩嗣 の下、委員として学ばせていただき

ました。内田委員長の献血に対する思いと行動力には敬服し、所属クラブ

での成果にも驚かされました。 

その意思を引き継ぎ、伝えていかなければならない重要性を痛感してい

ます。 

 

今期は、検眼・献腎・献血推進に加え、糖尿病防止、環境保全、薬物乱

用防止など、ライオンズクラブの全ての「奉仕」を受け持つことになって

おります。 

更に、「コーディネーター」という大役までも兼任となりました。 

 

国際協会 101 年を期に大きな改革がなされますが、まだ具体的にはつか

めていません。しかし、私たちの活動は社会ニーズにマッチしているの

か？継続事業にとらわれ過ぎて、方向を見失ってはいないか？など考えさ

せられる部分があります。 

 

GST は「奉仕活動に役立つ資料の提供とサポート」とあります。複合地

区や日本・世界レベルで提唱される情報や、ライオンズクラブ国際協会ウ

ェブサイトから発信されるツールをクラブに伝える役目があります。 

 

世界基準を示唆しながら少しでも近づけるように、ガバナーの方針を真

摯に受け止め、委員の L 野原浩史（熊本火の国 LC）と共に力を合わせ、

ご期待に沿えるよう邁進しますので、どうか 1年間よろしくお願いします。 

 



就 任 挨 拶 
役職名 FWT ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ ・ーFWT 委員長 氏名 井芹 貴子 

 （熊本キャッスル LC） 

前年度に引き続き FWT コーディネーターをさせて頂きます熊本

キャッスル LC の井芹貴子です。前年度は各ゾーンを訪問し家族会員

女性会員の増強をお願いしてきましたがまだまだご理解頂けないよ

うでした。今年度も引き続きクラブ FWT 委員の設置そして女性会員

の増強に努めたいと思います。 

小児がんの子供の支援をするレモネードスタンド及びヘアードネ

ーションは継続して行っていきたいと思います。 

また、熊本地震で被災された子供たちへのキッズアカデミーも 2 年

目を迎え子供達もどうにか落ち着いてきたようです。この事業も熊本

平成さくら支部の女性会員の活動のお陰です。 

今年度からは、FWT 委員会も設置されましたので、南ライオン、

米村ライオンと3人で今までの事業に支部作りを新たに加えて活発な

活動をしていきたいと思います。 

先輩ライオン皆様のご指導ご鞭撻そしてご協力を宜しくお願い致

します。 



就 任 挨 拶 
１Z ゾーン・チェアパーソン L．織畠 純吾 

（熊本白門ＬＣ） 

 

今年度の１ゾーンのＺＣに就任致しました織畠 純吾（オバタ ジュンゴ）で

す。私の所属する熊本白門ＬＣは１３年前に、中央大学の同窓生で組織して

結成されました。白門とは、その同窓会の名称から命名されました。 

そして、今回、当クラブから初めてＺＣを排出させて頂くこととなり、個人及び

クラブとして、大変、光栄なことだと感激致しております。 

しかし、反面では、ゾーン・チェアパーソン研修会を受講して責任の重さを

痛感させられました。どういったことをしなければならないのか、何も分からず

にＺＣを引き受けてしまいました。それ故、この一年間は１ゾーンに所属する７

クラブの会員皆様方のご意見を聴き、また、ご指導を承って活動して参りたい

と思っております。 

私自身は、誠に微力で、力不足ではありますが、精一杯、尽力させて頂きま

すので、何卒、ご支援の程、よろしくお願い申し上げます。 

 



就 任 挨 拶 
役職名 ２Z ZC    氏名 山部 英則 

                     （熊本第一 LC） 
 
この度、熊本第一ライオンズクラブの推薦を受け、３３７E 地区ガバナーL 高橋 

洋より委嘱され、２Z.ZC を拝命致しました熊本第一 LC 所属の山部英則と申します。 
当然のことながら ZC という役職は初めての経験であり、その職責の重さをひし

ひしと感じているところです。これから一年間 ZC という役職を通して学び、経験

していかなくてはならないことが山ほどあるかとは思われますが、今回その貴重な

チャンスを与えて頂けたことは大変有難く、心から感謝しております。今年度は組

織編成もあり、それに関わっていくという責任とプレッシャーも同時に感じており

ますが、皆様の期待を裏切ることが無いよう、精一杯努力し、頑張らせて頂きたい

と思います。 
この一年は ZC という立場をわきまえ、その職責を果たすべく、地区ガバナー 

L 高橋 洋の掲げられた地区スローガン「セカンドセンチュリーへ奉仕の一歩」、ガ

バナーテーマ「We Serve」の真意を良く理解し、さらに基本方針、重点目標とし

て掲げられた目標を一つでも多く達成できますよう、２Z 各クラブの会長を始めと

する会員の皆様と一致団結し、全力で取り組んでいきたいと思います。また、ゾー

ン内のクラブで問題等が生じた場合には真摯にそして迅速にその問題に取り組み、

ガバナーをはじめ関係役員の方々に速やかに伝達することによって、問題の早期解

決に努めて参りたいと思います。 
最後になりますが、私の２Z.ZC としての個人的な目標としては、Z 幹事の L 杉野 

友一と共に、前任の吉村孝太郎 ZC と Z 幹事の L 松尾 健太郎が築かれた素晴らし

い功績を汚すことなく引き継ぎ、２Z の各クラブがさらなる親睦と団結が図れるよ

う努力し、且つ各クラブ会員の皆様が２Z で良かったと思えるような、何か新しい

ことにチャレンジしていければと思っております。さらに現在のライオンズクラブ

永遠のテーマである会員増強についても、２Z 各クラブ会長と共に鋭意取り組み、

他のゾーンには負けない会員増強を達成していきたいと考えております。 
３３７E 地区 LC 会員の皆様、一年間どうぞよろしくお願い致します。 

 
 



就 任 挨 拶 
役職名 ３Z ZC   氏名 國

くに

﨑
さき

 拓
ひろむ

  
 （玉 名 LC） 

 
 

玉名LCの推薦を頂き、地区ガバナーL高橋洋より委嘱をいただき、

この度 3Z の ZC に就任致します國
くに

﨑
さき

拓
ひろむ

と申します。 

大変光栄なことと存じますが、責務の重さにあらためて身の引き締

まるおもいです。 と申しますのも６月初旬に開かれました次期 ZC

研修会で、初めて、玉名小代 LC の解散を知りました。この件は 3Z

の存続に関係する大変重要な問題としてとらえています。近隣のゾ

ーンに合併となれば３ゾーン内の市町村におけるライオンズ活動に

影響が及ぶことでしょう。このような事態を避けるため３Z 長計は臨

時に会議を開催して、３ゾーンを維持できるように全力で努力する

と結論されました。このように大変な時期にチェアパーソンの大役

の指名を頂きましたこと、非力な私ですが、３Ｚの会員の皆様方の

お力を頂いて努めたいと思います。 

Ｅ地区の皆様方のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げ，就任の挨拶と

させて頂きます。 



就 任 挨 拶 
役職名 ４Ｚ．ＺＣ  氏名 宮川 貞雄  

 （菊 池 LC） 
 この度、菊池ライオンズクラブの推薦を受け、ライオンズクラブ国際協会３

３７－Ｅ地区ガバナーＬ.高橋 洋の委嘱を賜り、４Ｚ・ＺＣに就任致しました

ことを、大変光栄に感じますと共に、大役であり責任の重さを痛感しつつ、身

の引き締まる思いであります。 

 このため、私としましては、地区ガバナーＬ.高橋 洋の基本方針・スローガ

ンを理解し、地区キャビネット各役職の皆様のご指導のもと、４Ｚの４クラブ

会員の皆様との連携を深め、関係者の皆様、諸先輩のお力添えを賜りながら最

大限の努力を致す所存です。 
特に、これまで、私自身、地区会計監査委員、地区環境保全委員長として貴

重な経験をさせていただきましたものの、それは地区役員の業務の一部のみの

体験でしかありません。このため、地区役員４Ｚ・ＺＣの役職を遂行するに当

たり、前任のＬ．遠山 剛や歴代の４Ｚの諸先輩、各会員との連携を大切にし

ていくことを基本姿勢として取り組みます。 
 ４Ｚでは、４クラブの親睦交流を深めるため、「元ガバナーを称える会」「４

Ｚ合同親睦演芸会」「ライオンズの森管理」等を取り組んできましたが、「ラ

イオンズの森管理」が１０年を迎えたため、４クラブの会員の皆様との協議を

重ねながら、新しい事業を創出する予定です。 

 また、地区役員体制でありますＧＭＴ、ＧＬＴ、ＦＷＴ、ＧＳＴ等の委員会

への組織改編を各クラブで定着させることが命題でもあり、４クラブの連携を

深めます。併せて、４Ｚの４クラブでも会員の高齢化が進展していますが、若

い会員の勧誘を推進しつつ、幅広い世代の会員による広範な奉仕活動を展開で

きる４Ｚの４クラブ実現を目指すことと致します。 

 最後に、地区役員の皆様、各クラブ役員の皆様、会員の皆様のご協力を賜り

ますと共に、一層のご指導とご鞭撻を衷心よりお願いしまして、就任のご挨拶

と致します。 

 



就 任 挨 拶 
役職名 ５Z ZC   氏名 草尾 幸隆  
 （阿 蘇 LC） 

 
この度、５ゾーンの ZC（ゾーン・チェアパーソン）に任命されまし

た阿蘇ライオンズクラブの草尾幸隆でございます。 
 去る 2018 年 6 月 9 日（土）に次期ゾーン・チェアパーソンの研修会

に参加して参りました。 
今まで阿蘇ライオンズクラブの一員として何気なく、何となく過ごし

て参りましたが、この研修会の資料を覧て頭をガツンと殴られた気分

になりました。 
「ZC（ゾーン・チェアパーソン）の位置付け、主な任務、役務遂行に

必要な事項」どれもこれも勿論初めての経験でございます。 
とにかく地区・ゾーン・クラブがお互いにコミュニケーションを図

り、ガバナー目標を達成できるよう一年間気合を入れて頑張る所存で

ございます。 
 どうぞ宜しくお願い致します。 



就 任 挨 拶 
役職名 6Z・ZC 氏名 田中 秀和       

 （熊本菊南 LC） 
高橋 洋地区ガバナーの元、6Ｚ・ZC を務めさせていただくことになりまし

た、熊本菊南ＬＣの田中秀和です。 
 ライオンズ歴は 14 年目を迎えることとなりますが、その間会長・幹事・会計

そして 6Ｚ・ゾーン・幹事を歴任させていただきました。 
 私自身は影の世話役というのが 1 番力を発揮できる場だとつねづね思ってい

るところで、ＺＣはちょっと私にはと感じていました。 
 しかし、研修等で地区ガバナーを支えていくのがＺＣだということがわかっ

てきて、今年 1 年高橋 洋地区ガバナーの為、６Ｚの為に頑張っていこうと思

っております。 
 本年度は組織の再編成・ＬＣＩＦキャンペーン・会員増強等、多くの課題が

ありますが、微力ながら一つ一つ乗り越えていこうと考えています。 
 ＺＣだけでは何もできないのが現実ですが、ゾーン幹事そして６Ｚの各クラ

ブの会員の皆様方のご理解とご協力、その他のゾーンと輪を広げていく中で達

成できるものと信じております。 
 ご指導・ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。 
 国際会長のテーマ「Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ」の精神にのっとり、また地区スロー

ガンの「セカンドセンチュリーへ奉仕の一歩」を心に刻み、２００年に向けて

奉仕の精神をつなぐ一歩を歩んでいこうと思います。 
最後に３３７－Ｅ地区の益々の発展と会員の皆様方のご健勝・ご多幸を祈念

いたしまして就任の挨拶とさせていただきます。 



就 任 挨 拶 
役職名 ７Ｚ ＺＣ 氏名 犬童 富士子      

 （ 免田 LC） 
合掌 ライオンズクラブ国際協会３３７-Ｅ地区７Ｚ ＺＣに指名された犬童と

申します。ＬＣとの係わり合いは免田ＬＣ誕生前から５０年以上になります。 
クラブ内では、主人が６代のＺＣ、私が１１代のＺＣになります。 
 我々のゾーンは５クラブ（水俣･人吉･芦北･錦･免田）で毎年持ち廻りで担当

しております。ただいま正会員１４９名です。ＺＣの役目は、ガバナーの目指

す目標の理解、達成に尽力する事と理解しております。主人と私がＬＣの理念

に賛同して、免田ＬＣを作った頃と比べて、今のＬＣは全てにおいて複雑にな

り過ぎたと常々感じておりましたが、今年は組織の改革が進むとの事、もっと

もな事と期待しております。 
 ５クラブ全員にもっと感動と感激を、そして相互の感謝を湧き出させたいと

思っております。そして調和を！これが私の目標です。ご協力下さいませ。 



就 任 挨 拶 
役職名 8Z ZC 氏名  松本佳孝        

 （ 松橋 LC） 
 
この度、8Z-ZC という重責を拝命いたしまして身の引き締まる思いでございま

す。 
微力ではございますが 8Z の為、一所懸命努力致します覚悟です。どうぞよろし

くお願い申し上げます。 
 さて、皆様もご存じの通り今 8Z は正会員数も 100 名を大きく切り 60 名台ま

で減少しております。家族会員を含めましても 90 名台という 337-E 地区に於き

ましても最少のゾーンという事になっております。このことは皆様も大きな危

機感としてお感じになっておられる事と思います。歴代 ZC の先輩方も試行錯誤

しながらこの問題に取り組んで来られました。しかし残念ながらまだ問題解決

にまで至っておりません。私も引き続きこの問題を第一の課題とし、全力で取

り組んで行きたいと思います。熊本地震の影響も所によってはまだまだ色濃く

残っており、会員の方々も今尚大きな影響を受けていらっしゃる事かと思いま

す。そういう大変な時期ではございますが 8Z が一丸となってこの困難に立ち向

かい、会員増強により健全な Z 運営を目指し、微力ながら高橋ガバナーを御支

えし職務遂行に努めたいと思います。皆様のご協力をお願い致しまして言葉足

らずではございますがご挨拶とさせていただきます。 
 



就 任 挨 拶 
役職名 9Ｚ・ＺＣ 氏名 永田 伸治 

 （城南 LC） 
  
この度、城南ライオンズクラブの推薦を受け 337Ｅ地区ガバナーＬ高橋 洋より

9Ｚのゾーン・チェアパーソンを委任され、大変光栄に感じるとともに、重大な

職務に就任させていただき、責任の重さを痛感しております。 
 ガバナーＬ高橋 洋の基本方針・重点目標をよく理解し、9Ｚ・5 クラブ会員

の皆様方に伝達し、共に汗を流したいと思っております。 
 9Ｚのクラブ及び 5 クラブ会員皆様方の交流を深めるために、9Ｚ合同アクテ

ィビティを一新し、新たな活動を 5 クラブの会員様と一緒に模索し創造してい

く所存です。 
 ライオニズムの原点に戻り、ライオンズとは「何か・・」をしっかりと見据

え、念頭に置きそれとともに、ＧＬＴ・ＧＭＴ・ＧＳＴ・ＦＷＴの相互作用に

より、各クラブとの活性化を心がけ、地域社会に貢献できる奉仕活動を行うこ

とを目指します。 
また、9Ｚの 5 クラブ会員全員の結束のもと、今年度の国際テーマ「We Serve」

の夢の実現の為に努力してまいります。 
私のライオンズクラブの好きなところは、年齢や地位に関係なく、奉仕がで

きることだと思っており、特に当クラブのメンバーに対しても、友愛の精神で

触れ育てていただいております。他クラブの皆様に感謝の気持ちを忘れず、高

橋ガバナーのもと各ゾーンのゾーン・チェアパーソンと連携をとりながら、若

輩ものではありますが、精一杯努めてまいりたいと思います。 
今後とも、皆様にはご指導とご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申しあ

げます。 
 
 
                            We Serve 
 
 

  



就 任 挨 拶 
 役職名 10Z ZC 氏名 L．西田 順子     
 （砥用 LC） 

 

今年度、10 ゾーンのＺＣをさせていただきます、砥用ラ

イオンズクラブの西田順子です。ライオン歴も浅くまだまだ

未熟ではございますが、入会以来大変多くの皆様にお世話に

なりましので、今年度はその感謝と恩返しの気持ちで、ＺＣ

の大役を務めさせていただきたいと思います。 

私の最大のミッションは、高橋ガバナーの基本方針を 10

Ｚの５クラブに的確に伝え、そして各クラブとのコミュニケ

ーションをはかり、調整役として機能することだと考えてい

ます。所属クラブ並びに 10Ｚの各クラブ会員の皆様の協力

をいただきながら 1 年間努めてまいりますのでのよろしく

お願いいたします。 



就 任 挨 拶 
役職名 11Z.ZC 氏名 太田 守俊       

 （ 熊本南 LC） 
 

この度、熊本南ＬＣの推薦を受け、2018 年 7 月 1 日付で、 

高橋地区ｶﾞﾊﾞﾅｰより 11Z ZC を拝命致しました。 

会員の皆様方からのお力添えを頂き、この重責をお引き受けすることになりました。 

 

地区ｽﾛｰｶﾞﾝ「セカンド・センチュリ―へ奉仕の一歩」と 

地区ｶﾞﾊﾞﾅｰﾃｰﾏ「Ｗｅ Ｓｅｒｖｅ」を掲げる 

高橋地区ｶﾞﾊﾞﾅｰの運営方針に従い、各ｸﾗﾌﾞまた、会員の方々との橋渡しとして 

ZC の役目を果たしてまいりたいと存じます。 

 

2018～2019 年度の各ｸﾗﾌﾞの執行部の皆様はじめ、会員の皆様のご協力を 

お願い申し上げますと共に、11Z を引き継いだ、その責任の重さを謙虚に受け止め、

前任の上林 ZC のご指導を仰ぎながら、微力ではございますが、 

大鶴 Z幹事と協力をしながら、職責を全うしていく所存でございますので、 

皆様方の尚一層のご指導・ご鞭撻をお願い致しまして、 

ご挨拶にかえさせていただきます。 

We Serve 

 

 



就 任 挨 拶 
役職名 地区情報テクノロジー広報委員会委員長 

氏名 L.野田龍也  
 （荒尾 LC） 

 
L.高橋洋ガバナーの下スローガンである「セカンドセンチュリーへ奉仕の第

一歩」及びガバナーテーマである「We Sarve」をベースとし、１年間の活動を

行いたいと思います。 

さて、当委員会は今年度より組織名称が変更となり情報テクノロジー広報委員

会となりました。3 ゾーン荒尾ライオンズクラブ所属のＬ.野田龍也です。１年

間、よろしくお願いいたします。 

まず、広報については、これまでどおり、各クラブの近況・アクティビティ等

の報告を Facebook にて情報をタイムリーに発信していきたいと思いますので、

積極的な情報提供をお願いします。 

これについては、各クラブの情報を知るための内向きのツールと言えますが、

それに対し、会員増強を踏まえた活動を考えた場合、外向けのツールが必要に

なります。私たちの日々の活動を知って頂くことが、会員増強への第一歩と考

えます。たくさんの方々にＰＲできるようなツールを各クラブのアクティビテ

ィの際に活用して頂き、新会員獲得への武器となるよう企画立案してまいりま

す。また、同時に３３７－E地区ホームページから各クラブホームページへとア

クセスできるよう、興味を持った方がより理解を深められるような仕組みもホ

ームページ上に作成していきたいと思います。 

クラブ間交流については、これまでも多くのクラブがゾーン内外にかかわらず、

積極的に実施されていることと推察されますが、特に在籍年数の少ない会員の

方が所属されるクラブにつきましては、クラブ外に新しいネットワークを築く

ことで退会防止につながると思います。 

仲の良い仲間が増えれば、ライオンズクラブに所属することの存在理由の１

つになります。どうか、より一層のクラブ間交流を促進させてください。 

最後にまだまだチカラ不足です、多くの皆さんからのご指導、ご意見頂ければ

幸いです。 





就 任 挨 拶 
役職名 地区 YCE 委員長 氏名 伊藤 竜彦     

 （熊本火の国 LC） 
 
 

この度、337 ｰ E 地区ガバナーL高橋 洋より、2018～2019 年度地区ＹＣＥ委 

員長という大役を拝命し、大変身の引き締まる思いです。 

 4 年前の 2014～2015 年度に、前地区ガバナーの L 村中尊裕亀が地区ＹＣＥ委 

員長の時に、委員を努めさせていただきました。その時の教えや経験を活かし、 

精一杯、委員長を務めていきたいと思っております。 

今期、夏期は、Ｅ地区から６名の派遣生を出しており、ルーマニアより、1名 

の受入をしています。また、7月 22 日(日)～26 日(木)までの 5 日間、複合地区 

のサマーキャンプが、佐賀県武雄市で開催されます。来日生は勿論のこと、337 

複合地区の来日生やＹＣＥの OB メンバーも参加しての研修で、日本の文化等を 

学び、お互いの親睦を深めたりする予定です。 

 ＹＣＥ協力会をはじめ、337 ｰ E 地区全会員の皆様からの、ご指導、ご支援を 

お借りしながら今年度委員長を務めていきたいと思っておりますので、どうぞ 

よろしくお願い申し上げます。 



就 任 挨 拶 
役職名 地区ライオンズクエスト・レオ委員長

氏名 那須 弘紹   
 （ 免田 LC） 
  今年度、地区ライオンズクエスト・レオ委員長に就任いたしました免田 LC
の那須弘紹と申します。前年度まで宗像前委員長のもとでライオンズクエスト

とレオクラブについては勉強させていただきましたが、正直言いまして責務の

重さをじわじわと実感しております。 
 
クエストそしてレオは、次世代のライオンズそしてリーダーを育てるための

重要な活動です。 
ですが、ライオンズクエストについては、会員の皆様からも「よくわからな

い。」という声が多いのが現実です。まずはそこを変えていかないことには、ご

理解ご協力は得られませんので、今年度もライオンズ会員向けのセミナーを開

催させていただければと考えております。 
何度も申しますが、クエストそしてレオは、次世代のライオンズそしてリー

ダーを育てるための重要な活動です。すぐに目に見える形での成果というのは

見えませんが、この１年の活動が１０年先２０年先のライオンズ、いや日本、

いや世界のリーダーを育てるための重要な活動なのです。 
 
また、今年度は２月８・９日に福岡の春日市でライオンズクエストの全国大

会が開催されます。この大会に E 地区からもふるってご参加いただき、クエス

トの理解を深めていただければとかんがえておりますので、どうかご参加のほ

どをよろしくお願いいたします。 
 
私自身、まだまだ浅学ですので、諸先輩方からご指導をいただきながら、高

橋ガバナーのもと、桑野委員とともに学びを深めながら活発な委員会活動がで

きればと思っております。１年間どうぞよろしくお願いいたします。 



地区ガバナー旅費支払請求書
 経費請求書は毎月20日までに前月分を提出しなければなりません。

氏名： HIRISHI
（ローマ字でご記入ください）     ファーストネーム ラストネーム

役職： 地区ガバナー 地区名： 337-E 7 月分

訪問日 クラブ名/会議名 コード 食事 宿泊 航空運賃
その他の
移動経費

現地通貨に
よる小計

走行マイル数 走行キロ数 米ドル合計

7/29 第１回キャビネット会議 Ｄ 2,775.00 2,775.00 -$                
0.00 -$                
0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                

0.00 -$                
  合計 2,775.00 0.00 0.00 0.00 2,775.00 0 0 -$                

2,775.00         

 為替レート:

締切りを60日経過した場合支払いは一切行われません 総額 2,775.00

C-30 JA 7/15 地区ガバナー署名 代理人署名

TAKAHASHI

現地通貨で記入 - 領収書を必ず添付のこと

Eメール：pacificasian@lionsclubs.org

訪問の目的（「コード」の欄にご記入ください）

C = クラブ訪問（優先クラブ含む）

O = 新クラブ結成
D = 地区会議または大会（クラブ役員オリエンテーション

（6月30日の前後60日以内）含む）

M = 複合地区会議または大会
IP = 国際会長による地区またはクラブ会議への訪問
VP= 国際副会長による地区またはクラブ会議への訪問

C-30 JA 1/10/14



  

前キャビネットからの申し送り事項  
 
１． 

【議案 1】熊本地震 義捐金活用方法について 
提案：1Z 熊本 LC 松本 通崇 

《説明》 
2 年前に発生した熊本地震により、LCIF を含め、全国から多額の義捐金を頂いて

おります。その義捐金の活用方法について、アラート委員会とキャビネット会議にて

慎重審議の上、可決されているものと存じますが、以下を意見として今後の審議に考

慮していただけないものか、意見を述べさせていただきます。 
益城町に対して、LCIF からの MCAT として給食センター建設費用などの US
＄2,500,000 の交付が決定しております。益城町は震源地として甚大な被害があって

いることは十分承知しておりますが、この他にスクールバスの購入費用（3/11）の他

団体との共同購入が行われたと新聞で拝見しました。 
熊本地震では、益城町のほかにも、西原村、南阿蘇村、嘉島町、御船町など甚大な被

害が出ている地区があります。益城町のみならず、他地区への寄付などの奉仕活動を

より広く求めたく思います。 
また、他団体との共同事業による復興支援活動費の支出を行うよりは、ライオンズク

ラブとして活動している 337-E 地区クラブと連携と図り、地域に根差した奉仕活動を

援助することが優先ではないかと考えます。他団体との協働も大切ではございます

が、まずは 337-E 地区クラブがキャビネットと相乗して、地域に奉仕できることが、

それぞれの地域で活動するライオンズクラブの意義であり、使命ではないかと思いま

す。さらにはその地区の発展にも役立ち、将来有望なリーダーの育成につながるもの

と思っております。 
ご検討の程、よろしくお願いいたします。 
 
決議事項 
【審議結果】原案のとおり決定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
２． 

 
【議案２】337E 地区 HP 活用運用 

(地区内の情報提供/交換の場) 
 

提案：６Z 肥後東 LC 田中 芳和 

 

《説明》3 年連続での提案(具体的な 3 つの提案) 
 ☑各 LC リンク先で HP 及び FB 等設定の無い LC については、連絡先住所 
 電話・Fax・E-mail/現会長名/幹事名の掲載(毎年配布物:地区連絡住所録同一) 
 
☑IT 委員会及び広報委員会にて次期三役スクーリング際に、セミナーの開催 

 し HP 活用の意義と開設の伴う技術的な講習を外部より招き実施する。 
 
☑未設定 HP/FB の LC については、会報を HP リンク先に掲載する 

 
決議事項 
【審議結果】地区全体で統一することは困難なので、各クラブの自主的な運営に一任

することに決定した。 

 



３． 

【議案３】337-E 地区「緊急災害相互援助資金」内規の改訂 
提案：８Z 肥後小川 LC 川口 幸雄 

 
2016 年 4 月に発生した大規模災害である熊本地震に対して、「緊急災害相互援助

資金」規定及び内規があるにもかかわらず、規定及び内規に準じた運用がされてい

なかった。合わせて大規模災害に対する内規の不備が生じている為、今後の潤滑な

運用を考え内規 3.及び 4.の改訂を提案する。 
 

《説明》 
3.災害を受けた会員を対象に、それぞれの災害状況に応じた金額を支給する。 

(イ)家屋の全壊 (ロ)家屋の半壊 (ハ)家屋の一部損壊   
(二)家屋の床上浸水 (ホ)家屋の床下浸水  

但し、災害の全体規模に応じて委員会及びガバナーの判断により、会員の対象を制

限することがある。 
 
4.災害を通じて集まった義援金については、3.の被害状況に応じて保有資金に不足

が生じればその必要額を補い、その他各市町村の全体被害状況を確認して、必要な

市町村に配付する。 
各々の判断及びその他事項の判断については、委員会及びガバナーが行う。 
 

決議事項 
【審議結果】原案のとおり決定した。 
 
４． 

 

【議案４】東南アジアフォーラムの協力金について 
提案：３３７－Ｅ地区 第 64 回地区年次大会議長 Ｌ.村中 尊裕亀 

 
出席した代議員の承認了解を得て、地区年次大会議長より議案４の提出がなされた。

審議内容は、広島で開催される東南アジアフォーラムに協力金として、正会員１名当

たり２，０００円の負担となった。 
 
決議事項 

【審議結果】原案のとおり決定した。 

 



337-E 地区（2018～2019 年度）財務運用管理の 

基本事項に関する承認について 
 
1. 本年度の地区財務運用並びに管理については 337 複合地区会則の規定に基

づいて実行する。 
（ライオンズ必携 57 版 P.142～P.167） 
 
2. 地区資金を預金するための取引銀行は下記のとおり指定する。 
  ※ 肥後銀行 本店営業部 
     337-E 地区 ガバナー 高橋 洋 
                        
 
3. 本年度会計の収支予算編成方針 
 （イ）財政運営においてキャビネット、クラブは極力合理化に努め効率的な

運用に努めなければならない。 
 
 （ロ）地区会計は一般会計並びに特別会計（YCE、レオ、ライオンズクエス

ト、地区年次大会）に区分する。 
 
 （ハ）予算会員数は、1,534 名をもって立案計上とする。（1,799 子会員 265） 
 
 （ニ）基本収支による地区会費等の基準は次のとおりとする。 
 

地区費（地区特別運営費を含む） 月額 625 円 年額 7,500 円 
ザ・ラタ負担金 月額 20 円 年額 240 円 
地区年次大会費 月額 170 円 年額 2,040 円 
地区 YCE 協力金 月額 120 円 年額 1,440 円 
地区レオ育成金 月額 50 円 年額 600 円 
地区ライオンズクエスト協力金 月額 20 円 年額 240 円 

 
  地区活動費規定、慶弔規定、事務局慶弔規定は従前のものを運用する。 
 
 （ホ）上半期会員の変動に因る収入、支出金の自然増減のほか、その他につ

いては、下半期において予算修正を行う。 



一般会計

科　　　　　目

預 り 金

次 期 繰 越 金

( 合 計 ） 4,599,473

（１）普通預金

4,471,389普 通 預 金

( 合 計 ）

4,599,473

2017～2018年度　ライオンズクラブ国際協会337－Ｅ地区

キャビネット事務局

決算報告書

借　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　方

2018年6月30日＜貸借対照表＞

肥後銀行本店　Ｎｏ　２４３３３４５

4,599,473

科　　　　　目 金　　　　額

4,599,473

金　　　　額

128,084現 金 0



　　決　算　書
平成29年度
337-Ｅ地区　本会計
平成29年 7月 1日～平成30年 6月30日 (単位：円)

科　　目 予算額 決算額 予算差異 摘　　要
前期繰越金 7,077,468 7,077,468 0
地区費 11,877,500 11,930,000 -52,500
ザ・ラタ負担金 379,440 375,720 3,720
ザ・ラタＹＣＥ負担金 50,000 50,000 0
ザ・ラタレオ負担金 50,000 50,000 0
献眼・献腎・献血運動協力会 300,000 300,000 0
熊本県ライオンズクラブ奨学会 300,000 300,000 0
熊本県ＹＣＥ協力会 100,000 100,000 0
ライオンズカード運営管理会 60,000 60,000 0
雑収入 0 10,095 -10,095
地区ＣＡＢ引継基金 2,000,000 2,000,000 0
【収入合計】 22,194,408 22,253,283 -58,875
活動費 6,040,000 6,683,776 -643,776
　会議費 1,010,000 1,051,228 -41,228
　　キャビネット会議 500,000 490,759 9,241
　　その他会議 250,000 437,493 -187,493
　　名誉顧問会議 20,000 0 20,000
　　ガバナー協議会 0 0 0
　　337複合合同会議 0 0 0
　　各種会議登録料 30,000 10,000 20,000
　　事務局会議 100,000 25,950 74,050
　　事務引継監査 80,000 48,146 31,854
　　その他 30,000 38,880 -8,880
　贈呈品費 1,280,000 1,795,815 -515,815
　　公式訪問記念品 450,000 710,000 -260,000
　　役員記念品 380,000 443,820 -63,820
　　結成・ＣＮ・○周年その他 300,000 288,295 11,705
　　その他 150,000 353,700 -203,700
　キャビネット活動費 2,090,000 1,825,597 264,403
　　ガバナー国際大会参加補助 100,000 100,000 0
　　名誉顧問会議 0 0 0
　　ガバナー協議会 0 0 0
　　国際役員来日式典 200,000 10,000 190,000
　　公式訪問 300,000 303,675 -3,675
　　ＣＮ・○周年記念式典 200,000 199,700 300
　　国外大会参加補助 100,000 100,000 0
　　複合地区・準地区大会 30,000 58,500 -28,500
　　登録料 600,000 674,258 -74,258
　　役員旅費補助 500,000 306,920 193,080
　　職員出張旅費 30,000 0 30,000
　　その他 30,000 72,544 -42,544
　地区役員活動費 1,360,000 1,440,000 -80,000
　ザ・ラタ刊行費 200,000 455,112 -255,112
　ＥＸＴ助成金 100,000 100,000 0
　雑費 0 16,024 -16,024
管理費 7,471,000 7,118,118 352,882
　人件費 4,656,600 4,227,325 429,275
　　給与 3,840,000 3,480,000 360,000
　　福利厚生費 816,600 747,325 69,275
　通信費 400,000 502,526 -102,526
　印刷費 200,000 216,479 -16,479
　備品費 100,000 100,172 -172
　消耗品費 100,000 129,116 -29,116
　借室費 1,684,800 1,684,800 0
　駐車料 129,600 129,600 0
　接待費 50,000 43,987 6,013
　慶弔費 100,000 48,618 51,382
　雑費 50,000 35,495 14,505
地区ＣＡＢ引継基金 2,000,000 2,000,000 0
予備費 7,077,468 1,980,000 5,097,468
　予備費 5,097,468 0 5,097,468
　IT制作費 0 0 0
　研修・会議室新設 1,980,000 1,980,000 0
立替金 0 0 0
【支出合計】 22,588,468 17,781,894 4,806,574
当期収支差額 -394,060 4,471,389



ＹＣＥ特別会計

科　　　　　目

普 通 預 金

( 合 計 ）

（１）普通預金

肥後銀行本店　Ｎｏ　２４４６０２６

　　決　算　書
平成29年度

337-Ｅ地区　ＹＣＥ特別会計

平成29年 7月 1日～平成30年 6月30日 (単位：円)

科　　目 予算額 決算額 予算差異

前期繰越金 4,030,173 4,030,173 0

ＹＣＥ協力金 2,276,640 2,247,840 28,800

ＹＣＥ協力金派遣協賛金 385,000 440,000 -55,000

雑収入 0 39 -39

ＹＣＥ資金 398,058 0 398,058

【収入合計】 7,089,871 6,718,052 371,819

運営費 620,000 433,562 186,438

　人件費 240,000 240,000 0

　複合地区ＹＣＥ会議 50,000 0 50,000

　地区ＹＣＥ委員会費 50,000 0 50,000

　通信費 50,000 13,238 36,762

　事務費 50,000 50,000 0

　委員長・委員活動費 80,000 80,000 0

　ザ・ラタＹＣＥ負担金 50,000 50,000 0

　雑費 50,000 324 49,676

受入関係費 1,660,000 998,417 661,583

　来日学生出迎え受入費 300,000 145,062 154,938

　来日学生見学旅費 220,000 105,000 115,000

　来日学生ユースキャンプ 400,000 313,904 86,096

　受入オリエンテーション 30,000 0 30,000

　ホスト家庭補助金 400,000 140,000 260,000

　ＹＥＳ交流助成金 50,000 0 50,000

　来日学生歓迎レセプション 200,000 196,827 3,173

　来日学生旅費・その他 60,000 97,624 -37,624

派遣関係費 880,000 713,473 166,527

　派遣学生諸費用 400,000 423,206 -23,206

　派遣学生歓送迎会 30,000 0 30,000

　派遣学生オリエンテーシ 250,000 242,867 7,133

　派遣記念品費 100,000 0 100,000

　帰国報告会費 100,000 47,400 52,600

予備費 3,929,871 0 3,929,871

【支出合計】 7,089,871 2,145,452 4,944,419

当期収支差額 0 4,572,600

摘　　要

貸　　　　　　　　　方

科　　　　　目

次 期 繰 越 金

( 合 計 ）

4,572,600

金　　　　額

4,572,600

4,572,600

4,572,600

4,572,600

金　　　　額

2017～2018年度　ライオンズクラブ国際協会337－Ｅ地区

キャビネット事務局

決算報告書

借　　　　　　　　　方

2018年6月30日＜貸借対照表＞



（１）普通預金

肥後銀行本店　Ｎｏ　２４４６０３９

　　決　算　書
平成29年度

337-Ｅ地区レオ特別会計

平成29年 7月 1日～平成30年 6月30日 (単位：円)

予算額 決算額 予算差異

前年度繰越金 2,351,465 2,351,465 0

レオ育成金 948,600 939,300 9,300

雑収入 0 20 -20

【収入合計】 3,300,065 3,290,785 9,280

人件費 120,000 120,000 0

レオ委員会 50,000 0 50,000

印刷・通信・事務費 50,000 50,000 0

委員長・委員活動費 40,000 40,000 0

ザ・ラタレオ負担金 50,000 50,000 0

クラブ助成金 200,000 180,000 20,000

レオ研修会費 200,000 48,671 151,329

レオ・ＹＣＥ派遣費 400,000 200,000 200,000

来日学生交流助成金 100,000 0 100,000

派遣記念品費 50,000 0 50,000

ＥＸＴ助成金 150,000 0 150,000

雑費 20,000 4,968 15,032

予備費 1,870,065 57,240 1,812,825

【支出合計】 3,300,065 750,879 2,549,186

当期収支差額 0 2,539,906

科　　目 摘　　要

2017～2018年度　ライオンズクラブ国際協会337－Ｅ地区

キャビネット事務局

決算報告書

借　　　　　　　　　方

2018年6月30日＜貸借対照表＞

レオ特別会計

貸　　　　　　　　　方

科　　　　　目 金　　　　額 金　　　　額

2,539,906

2,539,906

2,539,906

2,539,906

科　　　　　目

次 期 繰 越 金

2,539,906

普 通 預 金

( 合 計 ） ( 合 計 ）



（１）普通預金

　　決　算　書
平成29年度

337-Ｅ地区クエスト特別会計

平成29年 7月 1日～平成30年 6月30日 (単位：円)

科　　目 予算額 決算額 予算差異

前年度繰越金 1,210,769 1,210,769 0

ライオンズクエスト協力金 379,440 374,640 4,800

ライオンズクエスト積立金 0 0 0

LCIF交付金 0 0 0

雑収入 0 98,921 -98,921

【収入合計】 1,590,209 1,684,330 -94,121

クエストセミナー活動費 900,000 180,413 719,587

委員長・委員活動費 40,000 40,000 0

雑費 0 5,875 -5,875

予備費 650,209 1,084,975 -434,766

立替金 0 0 0

【支出合計】 1,590,209 1,311,263 278,946

当期収支差額 0 373,067

肥後銀行本店　Ｎｏ　２４４６０００

373,067

( 合 計 ）

＜貸借対照表＞

科　　　　　目 金　　　　額 金　　　　額

ライオンズクエスト会計

373,067

373,067

科　　　　　目

次期繰越金

預かり金

( 合 計 ）

摘　　要

2017～2018年度　ライオンズクラブ国際協会337－Ｅ地区

キャビネット事務局

決算報告書

借　　　　　　　　　方

2018年6月30日

貸　　　　　　　　　方

373,067

373,067

普 通 預 金



第64回年次大会

科　　　　　目
次 期 繰 越 金

( 合 計 ）

（１）普通預金

　　決　算　書
平成29年度

337-Ｅ地区　年次大会(代議員)

平成29年 7月 1日～平成30年 6月30日 (単位：円)

科　　目 予算額 決算額 予算差異 摘　　要

前年度繰越金 1,695,775 1,695,775 0

地区大会費 0 3,244,960 -3,244,960

雑収入 0 97,919 -97,919

払戻金 0 0 0

【収入合計】 1,695,775 5,038,654 -3,342,879

会議費 0 247,002 -247,002

代議員会・式典 0 49,737 -49,737

アワード贈呈費 0 447,992 -447,992

記念事業費 0 120,148 -120,148

会場費 0 778,680 -778,680

事務局費 0 250,000 -250,000

通信費 0 15,002 -15,002

印刷費 0 530,172 -530,172

記録費 0 10,000 -10,000

消耗品費 0 196,008 -196,008

看板費 0 96,120 -96,120

雑費 0 7,778 -7,778

地区役員活動費 0 80,000 -80,000

緊急災害相互援助資金へ 0 500,000 -500,000

予備費 0 0 0

【支出合計】 0 3,328,639 -3,328,639

当期収支差額 1,695,775 1,710,015

　　決　算　書
平成29年度

337-Ｅ地区年次大会(晩餐会）

平成29年 7月 1日～平成30年 6月30日 (単位：円)

科　　目 予算額 決算額 予算差異 摘　　要

晩餐会登録料 0 5,214,000 -5,214,000

雑収入 0 5 -5

前期余剰金 0 0 0

【収入合計】 0 5,214,005 -5,214,005

晩餐会 0 4,787,840 -4,787,840

アトラクション 0 200,000 -200,000

会議費 0 0 0

印刷費 0 120,000 -120,000

通信費 0 31,728 -31,728

消耗品費 0 0 0

緊急災害相互援助資金 0 74,437 -74,437

【支出合計】 0 5,214,005 -5,214,005

当期収支差額 0 0

肥後銀行本店　Ｎｏ　２４４５９８３
1,710,015

科　　　　　目 金　　　　額

1,710,015

金　　　　額
1,710,015

2017～2018年度　ライオンズクラブ国際協会337－Ｅ地区
キャビネット事務局

決算報告書

( 合 計 ）

1,710,015

1,710,015

借　　　　　　　　　方 貸　　　　　　　　　方
2018年6月30日＜貸借対照表＞

0普 通 預 金
現 金 0



（単位：円）

前　年　度　繰　越　金 7,508,590

本年度繰入金預金利息　 54 九州北部豪雨義捐金 2,000,000

三役スクール余剰金 48 九州北部豪雨朝倉支援保険代他 6,520

L.村中尊裕亀壮行会余剰金 3,000 台湾地震義捐金 1,000,000

第２回キャビネット会議登録料
余剰金

32,472 熊本地震災害見舞金 2,310,000

薬乱防止教育講師講座
余剰金

81,296 送金手数料他 14,520

第64回年次大会チャリティー益金 354,460

第42回薫風会登録料余剰金 24,000

第64回年次大会余剰金 500,000

計 995,330 計 5,331,040

　　　　　　　残 高 総 計

緊急災害相互援助資金

3,172,880













年 度 2004～2005 2005～2006 2006～2007 2007～2008 2008～2009 2009～2010

期 首 会 員 数 (４，６１８名） (４，７５７名） (４，５０８名) (４，５０８名）(１，７２７名）（1，６２１名）

地 区 ガ バ ナ ー 名 尾池希雄 上之邦彦 百田勝彦 二階堂輝男 岩切孔 野村民夫

一 般 会 計 3,249,823 5,011,604 4,791,578 4,466,939 1,599,474 1,271,381

Ｙ Ｃ Ｅ 特 別 会 計 2,875,472 2,783,787 2,833,217 3,396,600 1,198,852 1,206,875

レ オ 特 別 会 計 1,044,638 レオ・ネス特別会計 レオ・ネス特別会計 レオ・ネス特別会計

ライオネス特別会計 2,277,990 2,775,892 1,486,221 1,390,895 782,810 1,501,448

地区大会 (代議員） 2,760,605 2,411,365 2,166,319

（ 小 計 ） 12,208,528 12,982,648 11,277,335 2,540,114 886,349 276,071

キャビネット引継基金 5,000,000 5,000,000 5,000,000 11,794,548 4,467,485 4,255,775

緊急災害相互援助資金 8,180,885 9,018,424 8,451,817 5,000,000 1,989,631 1,989,631

Ｙ Ｃ Ｅ 基 金 1,000,469 1,000,484 1,001,498 8,086,240 3,659,571 6,121,348

そ の 他 ー ー クエスト積立金 1,002,313 399,186 399,186

629,328 クエスト積立金

（ 合 計 ） 26,389,882 28,001,556 26,359,987 629,859 614,259 368,139

26,512,960 11,130,132 13,134,079

年 度 2010～2011 2011～2012 2012～2013 2013～2014 2014～2015 2015～2016

期 首 会 員 数 （1，６０９名） （1，５６９名） （１，６０１） （１，５３２） （１，６０４） （1，６６３名）

地 区 ガ バ ナ ー 名 椿幸雄 玉川 孝 髙木　保昌 村中征次郎 佐藤　武史 桑崎　陽彦

一 般 会 計 2,510,733 2,677,930 3,049,414 4,958,586 5,645,962 5,951,907

Ｙ Ｃ Ｅ 特 別 会 計 618,848 935,917 1,205,964 1,781,038 2,188,060 3,008,676

レ オ 特 別 会 計 レオ・ネス特別会計 レオ・ネス特別会計 レオ・ネス特別会計 レオ・ネス特別会計

ライオネス特別会計 1,731,971 1,804,506 1,876,126 1,812,313 1,918,670 2,178,978

ク エ ス ト 特 別 会 計 1,683,966 2,024,616 2,258,146 1,838,696 1,579,543

地区大会(代議員会） 1,128,521 1,470,835 1,302,022 1,365,156 1,440,309 1,519,424

地区大会（晩餐会） 283,995

（ 小 計 ） 5,990,073 8,573,154 9,458,142 12,175,239 13,031,697 14,522,523

キャビネット引継基金 1,989,631 1,989,631 1,989,631 1,989,631 1,989,631 2,000,000

緊急災害相互援助資金 5,336,455 5,669,049 7,571,103 7,617,256 7,519,546 7,137,290

Ｙ Ｃ Ｅ 基 金 399,214 399,280 398,788 398,887 398,629 398,372

そ の 他 45,025 201,954 323,693

1,956,908 8,057,960 10,004,547 10,207,728 10,231,499 9,535,662

（ 合 計 ） 15,672,281 16,631,114 19,462,689 22,382,967 23,263,196 24,058,185

年 度 2016～2017 2017～2018
期 首 会 員 数 （１，８３９名） (１，７９９名)

地 区 ガ バ ナ ー 名 安田　倭也 村中　尊裕亀
一 般 会 計 7,077,468 4,599,473
Ｙ Ｃ Ｅ 特 別 会 計 4,030,173 4,572,600
レ オ 特 別 会 計 2,351,465 2,539,906
ク エ ス ト 特 別 会 計 1,210,769 373,067
地区大会(代議員会） 1,695,775 1,710,015
地区大会（晩餐会） 0 0
（ 小 計 ） 16,365,650 13,795,061
キャビネット引継基金 2,000,000 2,000,000
緊急災害相互援助資金 7,508,590 3,172,880
Ｙ Ｃ Ｅ 基 金 0 0
熊 本 地 震 義 捐 金 60,999,865 961,524

70,508,455 6,134,404
（ 合 計 ） 86,874,105 19,929,465

年度別繰越金一覧表



第64回年次大会チャリティゴルフ　益金

188,853 円

109,210 円

第64回年次大会チャリティ釣り　益金

56,397 円

緊急災害相互援助資金へ 354,460 円

チャリティゴルフ・ボウリング・釣りチャリティ益金について

第64回年次大会チャリティボウリング　益金



日時： ２０１８年６月１７日（日）
於： ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ

熊本ＡＮＡクラウンプラザホテル キャビネット会議費 9,241
熊本ニュースカイ　支払い 235,820 本会計より 226,579

235,820 235,820

日時： ２０１８年６月１７日（土）
於： ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ

熊本ＡＮＡクラウンプラザホテル 登録料 1,160,000
熊本ニュースカイ　支払い 950,800
壮行金として 200,000
余剰金 9,200

1,160,000 1,160,000
※剰余金￥9,200は緊急災害相互援助資金へ繰入

日時： ２０１８年６月２日（土）
於： 熊本市国際交流会館

会場諸費 62,000
飲料水・打合せ費用 33,800 登録料（５５ＬＣ×７０００） 385,000
配布資料代 30,290
役員必携・印刷代 210,250
講師交通費・その他 31,000
通信費 2,268

剰余金 15,392
385,000 385,000

※剰余金￥15,392は緊急災害相互援助資金へ繰入

合　　計

支　　　　出 収　　　　入

合　　計 合　　計

三役スクール収支報告書

支　　　　出 収　　　　入

合　　計 合　　計

第4回キャビネット会議収支報告書

Ｌ高橋洋壮行会収支報告書

支　　　　出 収　　　　入

合　　計



　　予　算　書
平成30年度

337-Ｅ地区　本会計

（単位：円）

科　　目 前年度予算額 当年度予算額 増減額 摘　　要

前期繰越金 7,077,468 4,471,389 -2,606,079

地区費 11,877,500 11,655,000 -222,500 7,500円×1,534名（下半期20名増加）

ザ・ラタ負担金 379,440 368,160 -11,280

ザ・ラタＹＣＥ負担金 50,000 50,000 0

ザ・ラタレオ負担金 50,000 50,000 0

献眼・献腎・献血運動協力会 300,000 300,000 0

熊本県ライオンズクラブ奨学会 300,000 300,000 0

熊本県ＹＣＥ協力会 100,000 100,000 0

ライオンズカード運営管理会 60,000 60,000 0

雑収入 0 1,000 1,000

地区ＣＡＢ引継基金 2,000,000 2,000,000 0

【収入合計】 22,194,408 19,355,549 -2,838,859

活動費 6,040,000 5,660,000 -380,000

　会議費 1,010,000 860,000 -150,000

　　キャビネット会議 500,000 500,000 0

　　その他会議 250,000 200,000 -50,000

　　名誉顧問会議 20,000 0 -20,000

　　ガバナー協議会 0

　　337複合合同会議 0

　　各種会議登録料 30,000 0 -30,000

　　事務局会議 100,000 50,000 -50,000

　　事務引継監査 80,000 80,000 0

　　その他 30,000 30,000 0

　贈呈品費 1,280,000 1,230,000 -50,000

　　公式訪問記念品 450,000 450,000 0

　　役員記念品 380,000 380,000 0

　　結成・ＣＮ・○周年その他 300,000 250,000 -50,000

　　その他 150,000 150,000 0

　キャビネット活動費 2,090,000 1,950,000 -140,000

　　ガバナー国際大会参加補助 100,000 100,000 0

　　名誉顧問会議 0

　　ガバナー協議会 0

　　国際役員来日式典 200,000 150,000 -50,000

　　公式訪問 300,000 300,000 0

　　ＣＮ・○周年記念式典 200,000 300,000 100,000

　　国外大会参加補助 100,000 100,000 0

　　複合地区・準地区大会 30,000 50,000 20,000

　　登録料 600,000 600,000 0

　　役員旅費補助 500,000 300,000 -200,000

　　職員出張旅費 30,000 20,000 -10,000

　　その他 30,000 30,000 0

　地区役員活動費 1,360,000 1,320,000 -40,000

　ザ・ラタ刊行費 200,000 200,000 0

　ＥＸＴ助成金 100,000 100,000 0

　雑費 0

管理費 7,471,000 7,384,160 -86,840

　人件費 4,656,600 4,590,000 -66,600

　　給与 3,840,000 3,840,000 0 事務職員２名

　　福利厚生費 816,600 750,000 -66,600 厚生年金、雇用保険他

　通信費 400,000 400,000 0

　印刷費 200,000 200,000 0

　備品費 100,000 100,000 0

　消耗品費 100,000 100,000 0

　借室費 1,684,800 1,684,800 0

　駐車料 129,600 129,600 0

　接待費 50,000 50,000 0

　慶弔費 100,000 100,000 0

　雑費 50,000 29,760 -20,240

地区ＣＡＢ引継基金 2,000,000 2,000,000 0

予備費 7,077,468 4,311,389 -2,766,079

　予備費 5,097,468 4,311,389 -786,079

　IT制作費 0 0 0

　研修・会議室新設 1,980,000 0 -1,980,000

立替金 0 0 0

【支出合計】 22,588,468 19,355,549 -3,232,919



　　予　算　書
平成30年度

337-Ｅ地区　ＹＣＥ特別会計

（単位：円）

科　　目 前年度予算額 当年度予算額 増減額 摘　　要

前期繰越金 4,030,173 4,572,600 542,427

ＹＣＥ協力金 2,276,640 2,208,960 -67,680 1,440円×1534名

ＹＣＥ協力金派遣協賛金 385,000 450,000 65,000

雑収入 0 0 0

ＹＣＥ資金 398,058 398,058 0

【収入合計】 7,089,871 7,629,618 539,747

運営費 620,000 620,000 0

　人件費 240,000 240,000 0

　複合地区ＹＣＥ会議 50,000 50,000 0

　地区ＹＣＥ委員会費 50,000 50,000 0

　通信費 50,000 50,000 0

　事務費 50,000 50,000 0

　委員長・委員活動費 80,000 80,000 0

　ザ・ラタＹＣＥ負担金 50,000 50,000 0

　雑費 50,000 50,000 0

受入関係費 1,660,000 1,710,000 50,000

　来日学生出迎え受入費 300,000 300,000 0

　来日学生見学旅費 220,000 220,000 0

　来日学生ユースキャンプ 400,000 400,000 0

　受入オリエンテーション 30,000 30,000 0

　ホスト家庭補助金 400,000 400,000 0

　ＹＥＳ交流助成金 50,000 50,000 0

　来日学生歓迎レセプション 200,000 250,000 50,000

　来日学生旅費・その他 60,000 60,000 0

派遣関係費 880,000 970,000 90,000

　派遣学生諸費用 400,000 440,000 40,000

　派遣学生歓送迎会 30,000 30,000 0

　派遣学生オリエンテーション 250,000 300,000 50,000

　派遣記念品費 100,000 100,000 0

　帰国報告会費 100,000 100,000 0

予備費 3,929,871 4,329,618 399,747

【支出合計】 7,089,871 7,629,618 539,747



　　予　算　書
平成30年度

337-Ｅ地区レオ特別会計

（単位：円）

科　　目 前年度予算額 当年度予算額 増減額 摘　　要

前年度繰越金 2,351,465 2,539,906 188,441

レオ育成金 948,600 926,400 -22,200 600円×1,534名

雑収入 20 20

【収入合計】 3,300,065 3,466,326 166,261

人件費 120,000 120,000 0

レオ委員会 50,000 50,000 0

印刷・通信・事務費 50,000 50,000 0

委員長・委員活動費 40,000 40,000 0

ザ・ラタレオ負担金 50,000 50,000 0

クラブ助成金 200,000 200,000 0

レオ研修会費 200,000 200,000 0

レオ・ＹＣＥ派遣費 400,000 400,000 0

来日学生交流助成金 100,000 100,000 0

派遣記念品費 50,000 50,000 0

ＥＸＴ助成金 150,000 150,000 0

雑費 20,000 20,000 0

予備費 1,870,065 2,036,326 166,261

【支出合計】 3,300,065 3,466,326 166,261

　　予　算　書
平成30年度

337-Ｅ地区クエスト特別会計

（単位：円）

科　　目 前年度予算額 当年度予算額 増減額 摘　　要

前年度繰越金 1,210,769 373,067 -837,702

ライオンズクエスト協力金 379,440 368,160 -11,280 240円×1,534名

ライオンズクエスト積立金 0 0 0

LCIF交付金 0 0 0

雑収入 0 0 0

【収入合計】 1,590,209 741,227 -848,982

クエストセミナー活動費 900,000 700,000 -200,000

委員長・委員活動費 40,000 40,000 0

雑費 0

予備費 650,209 1,227 -648,982

立替金 0

【支出合計】 1,590,209 741,227 -848,982



 

諸会費納入ガイド（2018～2019） 
                             （2018.5.31）現在 

 項        目 月  額 年   額 請求時期・算出基礎 送 金 先 
 国際協会入会金(家族会員も含む)  ＄３５．００ 入会の翌々月中旬  

 
 
次頁に掲載 

 
国 
際 
本

部 

 
国際会費 
(国際大会費・ライオン誌購読料含む) 

  
＄４３．００ 
 
 
 

 
年２回 
７月・１月中旬 
 
６・１２月末 
在籍会員数計算 

計  ＄４３．００ (家族会員は二人目以降は半額) 

 
複

合

地

区 

 
複合地区費 
 
複合地区大会費 
 
 

 
２１０円 
 

５０円 
 
 

 
２，５２０円 
 

６００円 
 
 

 
年２回 
７月・１月下旬 
６，１２月末 
在籍会員数計算 
前期のみ 
 

内 50 円は 
ライオン誌

より移項 
 
次頁に掲載 

計 ２６０円 ３，１２０円 
 
 
地 
 

区 
 

 
地区費 
 
ザラタ誌負担金 
 
地区大会費 

 
６２５円 
 

２０円 
 
１７０円 

 
７，５００円 
 

２４０円 
 
２，０４０円 

 
年２回 
７月・１月下旬 
 
６，１２月末 
在籍会員数計算 
 

 
 
 
次頁に掲載 

計 ８１５円 ９，７８０円 

ラ
イ
オ
ン

誌

個人郵送料 
（クラブ発送送料実費） 

６４円 ３８４円 
 

中旬請求 
６，１２月末 
在籍会員数計算 

 
次頁に掲載 

計 ６４円 ３８４円 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
関
係 

地区 YCE 協力金 
 
 
地区レオ育成金 
 
地区ライオンズクエスト協力金 
 
2020 年東京オリンピック・パラリンピック協賛金 
 
 
 
OSEAL フォーラム（広島）協賛金 

１２０円 
 
 

５０円 
 

２０円 

１，４４０円 
 
 

６００円 
 

２４０円 
 

１， ０００円 
 
 
 
２，０００円 

１回７月請求 
６月末会員数で計算 

 

年２回７・１月請求 

６月末会員数で計算 

年１回７月請求 
 

年２回 
７月・１月下旬

（５年間で 
計 5,000 円） 
一括請求 

 
 
次頁に掲載 

※複合・地区・ライオン誌・アクティビティ関係の納入について家族会員は二人目以降は免除 
 



 

送  金  先  ガ  イ  ド 

2018.7～2019.6 

1.国際協会入会金・国際会費・ＬＣＩＦ寄付金・レオクラブ諸負担金・クラブサプライ用品代 

（銀行名）みずほ銀行   （支店名）第５集中支店普通預金口座 

（受取人）ライオンズクラブ国際協会   役員必携１４６頁及び付表２３参照 

 問い合わせ先 

〒１００－００１１ 東京都千代田区内幸町１－３－１幸ビルディング２階 

ライオンズクラブ国際協会 ＯＳＥＡＬ調整事務局 

 

2．新クラブ結成関係認証費等（追加チャーターメンバー分を含む）＊レオクラブ結成関係を除く 

（銀行名）みずほ銀行   （支店名）第５集中支店普通預金口座 

（受取人）ライオンズクラブ国際協会    

 

 

3．複合地区会費等・地区会費等・地区ＹＣＥ協力金・地区レオ他、地区大会決議協力協賛金 

〒８６０－８５７５熊本市中央区東阿弥陀寺町２  

ANA クラウンプラザホテル熊本ニュースカイ２６階 

３３７-Ｅ地区           肥後銀行本店 営業部 

  ガバナー  高橋 洋（ガバナー タカハシ ヒロシ）   普通預金 №2433345 

 

 

 
 



337-E 地区慶弔規程 
 
以下役員とは、名誉顧問、地区役員をいう。 
 
1. 役員が結婚したときは、10,000 円を贈る。 
 
2. 役員が死亡したときは、20,000 円の慶弔金及び相当額の供花を贈る。 
 
3. 各クラブ会長、幹事、会計が死亡したときは 10,000 円の弔慰金及び相当額の

供花を贈る。 
 
4. 会員が死亡したときは、弔電を贈る。 
 
5. 役員が傷病などにより入院または自宅療養が 3 週間以上を必要と認められた

ときは、見舞金 10,000 円を贈る。 
 
6. 役員が火災、風水害などにあったときは、その程度によって見舞金 10,000 円

を贈る。 
 
7. 役員の一親等（直属）死亡の場合は、10,000 円以内の弔慰金及び供花を贈る。 
 
 
 

337-E 地区キャビネット事務局慶弔規程 
 
1. キャビネット事務局職員（以下職員という）及びその家族の慶弔については、

この規定による。 
 
2. 特別有給休暇は次の通りとする。 
 （イ） 本人の結婚の場合は・・・・・・・・・・・・・・・5 日 
 （ロ） 子女の結婚の場合は・・・・・・・・・・・・・・・2 日 
 （ハ） 配偶者死亡の場合は・・・・・・・・・・・・・・・7 日 
 （ニ） 家族一親等の場合は・・・・・・・・・・・・・・・4 日 
 （ホ） 祖母、配偶者の父母、兄弟姉妹の場合は・・・・・・1 日 
 
但し、いずれの場合も予め責任者の許可を受けなければならない。 



337-E 地区長期計画委員会規定 
 
1. 名  称 
  本委員会は、ライオンズクラブ国際協会 337-E 地区長期計画委員会（以下

委員会）と称する。 
 
2. 目  的 
  この委員会は、地区ガバナーの諮問に応じ、地域内ライオンズクラブおよ

びキャビネット運営並びに事業などあらゆる部門の諸問題について調査・研

究・助言を行うことを目的とするが、当面の間は地区内ライオンズクラブの

活性化に特化し、その結果は地区ガバナーに答申するものとする。 
 
3. 編  成 
   委員会の構成は、別表の通りとし、ガバナーが任命する。 
 
4. 任  期 
   委員の任期は、地区ガバナーに準ずる。 
 
5. 会  議 
   委員会は、地区ガバナーの承認を得て、委員長が招集する。 
   委員会に、参考人を出席させ、意見を聞くことが出来る。 
 
6. 実施及び改廃 
   この規定は、201１年 7 月 1 日より実施され、この改廃はキャビネット会

議において、出席者の過半数の賛成を得て行う。 
 
（別表）  委員会構成表 

役 職 構  成 
委員長 地区名誉顧問会議長 
委員 各名誉顧問 

職権委員 

地区ガバナー 
第一副地区ガバナー 
第二副地区ガバナー 
キャビネット幹事 
キャビネット会計 

参考人 若干名 
 
改廃記録 
 2011 年 7 月 30 日 2.目的 に当面の間は地区内ライオンズクラブ活性化に特化し、その

結果は地区ガバナーに答申するものとする。 を追加訂正。 



337-E 地区キャビネット引継基金規定 
 
1. 目  的 
  この引継基金は準備キャビネット事務局設立と、地区運営費が納入される

までのキャビネットの円滑なる業務の推進を目的とする。 
 

2. 引継基金の調達 
   337-D 地区引継基金は、各会員が 1981～1982 年度、1982～1983 年度の 2

回、各年度 500 円を拠出し、計 500 万円を引き継ぎ基金として運用したが、

2009 年 7 月の地区分割により D 地区から E 地区への分配金 1,989,631 円を

337-E 地区の引継基金とした。今後地区・複合地区及び全日本レベルで行う

行事などが完了して剰余金が生じた場合及び基金から生じる利息は、キャビ

ネット会議の議を経てこれを基金に繰入れることができるものとする。 
 

3. 運  用 
  ガバナーエレクトは地区大会で決定されたのち、地区ガバナーの承認を経

てこの基金を使用することができる。ただし、ガバナーエレクトが地区ガバナ

ーに就任した時点で、使用した基金はなるべく早い機会に全額運営費から補填

しなければならない。地区ガバナーはガバナーエレクトへの引き継ぎにあたっ

ては、年度当初の金額より減少したものであってはならない。また当該年度の

5 月 31 日を超えないものとする。 
 
4. 監  査 
  地区ガバナーは複合地区会則（第 2 章地区）第 24 条により、この基金の監

査を受ける。 
 
5. 実施および改廃 
  この規定は、1981 年 7 月 1 日より施行し、以後地区年次大会に出席し、投

票した代議員の過半数の賛成投票によって改廃することができる。 
 
 ※改廃記録 337-E 地区キャビネット引継基金を 2,000,000 円とする 

この規定は 2016 年 4 月 10 日施行。 



337-E 地区「緊急災害相互援助資金」規定 
 
1. 目   的 
  この緊急災害相互援助資金は、当地区内で発生した風水害及びこれに類する応急的援助の為

設け、地区内の相互援助を図ることを目的とする。但し全日本レベル、複合地区より要請があ

った時はそれに応える。 
 
2. 資金の調達 
  緊急災害相互援助資金は、各会員が 1984～1985 年度、2 回各年度 1,000 円を前・後期 2 回

に分けて拠出した。今後地区、複合地区及び全日本レベルで行う行事などが完了して余剰金が

生じた場合及び資金から生ずる利息は、キャビネット会議の承認を経て、これを資金に繰り入

れることができるものとする。ただし、保有資金の目標を 300 万円とする。 
 
3. 援助の対象 
  援助の対象は、災害救助法を適用された地区内の災害並びにこれに順ずる災害の中から、緊

急災害相互援助資金委員会（以下委員会という）の決議により決定する。 
 
4. 委員会の構成 
  委員会は、地区ガバナー、名誉顧問会議長、第一第二副地区ガバナー、キャビネット幹事、

キャビネット会計をもって構成する。委員長には地区ガバナーがこれに当たる。 
 
5. 運    用 
 (1) 援助の発案は、当該発生地区のゾーンチェアパーソンが行う。 
 (2) 援助に当たっては、全委員の 3 分の 2 以上の賛成を要する。ただし、必要に応じて電信・

電話によって決定し、事後、文書でこれを確認することができる。 
 (3) 援助の金額及び援助の方法は、その都度決定する。 
 (4) 発案した当該発生の地区ゾーンチェアパーソンはすみやかにその使途を報告する。 
 (5) 日本レベル・複合レベルより要請があったとき、委員会を開催し協議決定する。 
 (6) その他の事項については、委員会の審議を得て決定する。 
 
6. 監    査 
  地区ガバナーは、複合地区会則第 2 章第 24 条ライオンズ必携第 57 版 P.163 に準じて、こ

の資金の会計監査を受け、期末における残高は次期委員会に引き継ぐものとする。 
 
7. 実施及び改廃 
  この規定は 2009 年 7 月 1 日より実施し、以後地区年次大会に出席し、投票した代議員過半

数の賛成投票によって改廃することができる。 
 
 改廃記録 
  2011 年 7 月 30 日 1.目的 に「但し全日本レベル、複合地区より要請があった時はそれに応える。」を 
  追加改訂。 
 



337-E 地区「緊急災害相互援助資金」内規 
 
1. 「緊急災害相互援助資金」規定に基づく具体的な金額を算定するにあたり、

内規を定める。 
 
2. 災害を受けた地区内のクラブに一律に見舞金を支給する。 
 
3. 災害を受けた会員を対象に、それぞれの災害状況に応じた金額を支給する。 
 （イ）家屋の全壊 
 （ロ）家屋の半壊 
 （ハ）家屋の一部損壊 
 （ニ）家屋の床上浸水 
 （ホ）家屋の床下浸水 

但し、災害の全体規模に応じて委員会及びガバナーの判断により、会員の対

象を制限することがある。 
 

4. 災害を通じて集まった義援金については、3.の被害状況に応じて保有資金に

不足が生じればその必要額を補い、その他各市町村の全体被害状況を確認し

て、必要な市町村に配付する。 
各々の判断及びその他事項の判断については、委員会及びガバナーが行う。 

 
5. この内規によらない事例がある場合は委員会において協議決定する。 
 
6. この内規については 2009 年 7 月 1 日より実施する。 
 
 
 
改廃記録 
 2018 年 4 月 22 日 3.に「但し、災害の全体規模に応じて委員会及びガバナーの判断によ

り、会員の対象を制限することがある。」を 4.に「保有資金に不足が生じればその必要額

を補い、その他各市町村の全体被害状況を確認して、必要な市町村に配付する。各々の

判断及びその他事項の判断については、委員会及びガバナーが行う。」を追加改定。 
 



第６５回年次大会ガバナーアワード授与基準 

 

（イ）グッドスタンディング賞 

   前年度３月１日から今年度２月末日までの１ヵ年のクラブ成績を下記のように採点し、上位１０ 

クラブへ贈る。 

 １．三役スクールに、会長、幹事、会計が出席した場合（１人につき＋10）            ＋30 

  ２．ガバナー諮問委員会に、会長、幹事、第一副会長が出席した場合（１回につき＋10）      ＋90 

 ３．月例会員報告書（マンスリー・レポート）が期日までに提出された場合（１ヶ月につき）    ＋10 

 ４．国際会費（上半期分）が８月末日、及び（下半期分）が２月末日までに納入された場合 

   （納入時に振込の写しを必ずＦＡＸして下さい）       （毎期毎に＋20）        ＋40 

 ５．地区会費（上半期分）が８月末日、及び（下半期分）が２月末日までに納入された場合 

   （地区指定口座にて納入確認します）           （毎期毎に＋20）        ＋40 

 ６．他のライオンズクラブをスポンサーした場合（１クラブにつき）              ＋150 

 ７．レオクラブをスポンサーした場合（１クラブにつき）                    ＋50 

 ８．クラブ支部を結成した場合（１クラブにつき）                      ＋70 

 ９．会員（家族・子会員を含む）増（１名につき）                      ＋10 

  10．会員減（1名につき）（但し、会員死亡の場合は減点しない）                     －5 

 11．キャビネット事務局より送付した書類の内、指定された文書（公式訪問質問書）が 

   指定された期日までに提出された場合       （１件につき＋10）               ＋10 

 12．ライオン誌記事掲載、又は投稿（１件につき）                           ＋10 

  

（ロ）エクステンションクラブ賞 

   他のクラブおよび支部およびレオクラブをスポンサーしたクラブに贈る。 

（期間：前年度３月１日～今年度２月末日） 

 

（ハ）エクステンション功労者賞（各クラブ４名を限度とする／クラブ推薦による） 

    

（ニ）会員増強優秀クラブ賞（合併は対象外とする）（各上位５クラブに贈る） 

   ① 会員増強10％ないし、５名以上の純増クラブに贈る。 

（期間：前年度３月１日～今年度２月末日） 

   ② 会員20名未満のクラブでは会員増強20％ないし４名以上増員したクラブに贈る。 

（期間：前年度３月１日～今年度２月末日） 

 

（ホ）会員維持優秀クラブ賞（会員数２０名以上のクラブを対象とする） 

   期間中退会者ゼロのクラブに贈る。（但し、死亡・転籍によるものは止むを得ないものとしてドロップ

の対象としない。）                 （期間：前年度３月１日～今年度２月末日） 

 

（ヘ）アクティビティ（金銭）優秀クラブ賞 

   アクティビティ金額合計を今年度２月末日の会員数で除した１人当りの金額を算出し、優秀なクラブ 

   に贈る。又アクティビティ金銭合計が顕著なクラブに贈る。 

（期間：前年度３月１日～今年度２月末日） 

 

 



（ト） アクティビティ（労力）優秀クラブ賞 

     参加延人時を今年度２月末日の会員数で除した１人当りの時間を算出し、優秀なクラブに贈る。 

（期間：前年度３月１日～今年度２月末日） 

    （但し、レオの参加は１×参加人時。その他参加者は0.5×参加人時） 

（チ） アクティビティ（特別）優秀クラブ賞 

    充分に検討された活きた奉仕であって、しかも独創的なアイディアのアクティビティを行ったクラブ 

    に贈る。 

（リ） 会報特別優秀クラブ賞（会報誌及びネット or ＨＰによる会報も含む） 

    会員・クラブに運営および奉仕事業に関する必要な知識を与える編集がなされている会報を４回以上 

    発行し、地区委員長へ送付配信し、特に編集において優秀と認められたクラブに贈る。 

（期間：前年度３月１日～今年度２月末日） 

（ヌ） ＰＲ優秀クラブ賞 

    ① 一般新聞に掲載（新聞社発行：申請時にコピーを添付する／ライオンズをＰＲする内容のもの） 

    ② テレビ・ラジオ放送（申請時に番組名・内容を添書する／ライオンズをＰＲする内容のもの） 

    ③ クラブホームページ・フェースブック等によるＰＲ 

（ル） ガバナーズレター賞 

    ガバナーズレター投稿において優秀と認められたクラブに贈る。 

（ヲ） ＹＣＥ事業特別優秀クラブ賞（１０点以上のクラブに贈る） 

ＹＣＥ事業優秀クラブ賞（５点～９点のクラブに贈る） 

※評価点：受入１名につき５点、派遣１名につき３点とする 

（ワ） 姉妹クラブ結成クラブ賞 

（カ）会員増強特別賞 

   新会員４名以上スポンサーした会員に贈る。     （期間：前年度３月１日～今年度２月末日） 

（ヨ）献眼・献腎・献血・骨髄登録・臓器提供並びに意思表示カードに関するアワード 

    その１：献眼登録数 その２：献腎登録数 その３：献血人数 その４：骨髄登録数 

    その５：角膜・腎臓・骨髄提供数 その６：臓器提供意思表示カード携帯数 

（タ） その他ガバナーが認めるアワード 

    ① メルビン･ジョーンズ･フェロー（1,000＄献金）今年度をもって ３・５・10・15・20・25・30 

      35・40・45・50・55・60・65・70・75・80・85・90・95・100回目の会員に贈る。 

    ② ＬＣＩＦ交付金を活用したアクティビティを行ったクラブに贈る。 

    ③ 青少年育成において著しく功績のあったクラブに贈る。 

    ④ 環境保全の推進において著しく功績のあったクラブに贈る。 

    ⑤ 今年度で世界大会参加 10・15・20・25 回目の会員に贈る。 

    ⑥ 今年度で在籍４０年及び５０年になる会員に贈る。（前年度受賞者は除く） 

    ⑦ その他 

 

（レ） レオ特別優秀クラブ賞／レオ優秀クラブ賞 

 

 



Z 日 曜日
受付開始

時刻
開始時刻
終了時刻

場　所 登録料

9 8月25日 土 15：30～16：30 公式訪問16：40～17：40 鮎のみどりや 6,000

6 8月28日 火 18：00 公式訪問18：30～20：30 熊本ホテルキャッスル 6,000

10 8月30日 木 16:00 公式訪問17：00～18：00 美里町文化交流センターひびき 6,000

11 8月31日 金 18：00 公式訪問19：00～20：00
ＡＮＡｸﾗｳﾝﾌﾟﾗｻﾞﾎﾃﾙ
熊本ﾆｭｰｽｶｲ　6Ｆ

6,500

3 9月7日 金 14：00～16：50 公式訪問17：00～18：00 ホテルしらさぎ 5,000

7 9月11日 火 17：00～17：20 公式訪問17：30～18：30 ポッポー館 5,000

4 9月13日 木 17：00～17：30 公式訪問17：30～18：45 菊池　笹乃家 6,000

1 9月14日 金 17：30～18：30 公式訪問18：30～21：30 ホテル日航熊本 6,000

2 9月18日 火 18：00～18：30 公式訪問18：30～19：30 ホテル日航熊本
6,000円
程度

8 9月21日 金 16：00 公式訪問17：00～18：00 グラン八代平安閣 5,000

5 9月22日 土 16:00 公式訪問17：00～18：00 あつまる阿蘇高原ホテル 5,000

　　　　　　　ガバナー公式訪問実施表 2018.7.10現在



地区年次大会他主要大会予定 
 
第 65 回地区年次大会 （於：ANA クラウンプラザホテル熊本ニュースカイ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 65 回複合地区年次大会（於：ANA クラウンプラザホテル沖縄ハーバービュー） 
 
 
 
 
 
 
第 57 回 OSEAL フォーラム         （於：海南島(海口)） 

 
 
 
 
 
 
 
第 102 回国際大会           （於：イタリア ミラノ） 
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年 月 日 行 事 予 定 

2018 年 11 月 15 日～18 日 大会登録・開会式・ｼﾝﾎﾟｼﾞｭｰﾑ 

年 月 日 曜日 行 事 予 定 

2019 年 7 月 

5 （金） 大会登録 
6 （土） パレード 
7 （日） 開会式 
8 （月） 大会諸行事 
9 （火） 投票及び閉会式 



2018～2019 年度 

○ 周 年 例 会・式 典 等 予 定 表 
 

2018 年 7 月 12 日現在 
 

Ｚ クラブ名 結成年月日 ○周年 開催日 

9 牛深 LC 1979.06.12 40 周年 2018 年 10 月 6 日（土） 

11 熊本南 LC 1984.05.03 35 周年 2018 年 10 月 13 日（土） 

6 肥後東 LC 2014.07.17 5 周年 2018 年 10 月 18 日（木） 

6 熊本キャッスル LC 1968.12.02 50 周年 2018 年 11 月 3 日（土・祝） 

1 熊本 LC 1958.08.06 60 周年 2018 年 11 月 17 日（土） 

2 熊本火の国 LC 1979.04.24 40 周年 2019 年 3 月 16 日（土） 

11 熊本龍峰 LC 1984.03.17 35 周年 2019 年 3 月 23 日（土） 

10 矢部 LC 1969.03.7 50 周年 2019 年 3 月 17 日（日） 

8 八代球磨川 LC 1968.12.25 50 周年 2019 年 4 月 6 日（土） 

9 宇土 LC 1964.04.28 55 周年 2019 年 4 月予定 

10 甲佐 LC 1998.06.28 50 周年 2019 年 4 月予定 

5 阿蘇 LC 1969.03.20 50 周年 2019 年 5 月 18 日（土） 

7 芦北 LC 1964.01.19 55 周年 2019 年 5 月 28 日（火） 

     

 



年次大会 年　　次 年次大会開催地 地　区　名 歴　代　ガ　バ　ナ　ー

第16回 1969～1970 鹿 児 島 市 302W7地区 谷 川 榮 一

第17回 1970～1971 日 田 市 302W7地区 大 河 原 健 男

第18回 1971～1972 宮 崎 市 302W7地区 横 田 英 児

第19回 1972～1973 熊 本 市 302W7地区 木 村 憲 三

第20回 1973～1974 那 覇 市 302W7地区 石 塚 菊 二 郎

第21回 1974～1975 別 府 市 302WG地区 内 田 集 司

第22回 1975～1976 宮 崎 市 302-G地区 桜 井 俊 一 郎

第23回 1976～1977 熊 本 市 337-B地区 浜 坂 昭

第24回 1977～1978 鹿 児 島 市 337-B地区 有 馬 十 郎

第25回 1978～1979 大 分 市 337-B地区 小 坂 哲 也

第26回 1979～1980 熊 本 市 337-D地区 村 上 望 城

第27回 1980～1981 那 覇 市 337-D地区 岡 山 徹

第28回 1981～1982 熊 本 市 337-D地区 古 賀 大 策

第29回 1982～1983 鹿 児 島 市 337-D地区 林 栄 光

第30回 1983～1984 那 覇 市 337-D地区 當 山 堅 次

第31回 1984～1985 宇 土 市 337-D地区 松 本 文 雄

第32回 1985～1986 鹿 児 島 市 337-D地区 遠 矢 善 栄

第33回 1986～1987 那 覇 市 337-D地区 中 村 愛 一

第34回 1987～1988 熊 本 市 337-D地区 田 中 鶴 夫

第35回 1988～1989 鹿 児 島 市 337-D地区 石 原 光 雄

第36回 1989～1990 那 覇 市 337-D地区 島 袋 全 一

第37回 1990～1991 熊 本 市 337-D地区 多 田 隈 和 成

第38回 1991～1992 熊 本 市 337-D地区 吉 田 憲 史

第39回 1992～1993 鹿 児 島 市 337-D地区 市 来 健 史

第40回 1993～1994 宜 野 湾 市 337-D地区 前 森 一 徳

第41回 1994～1995 荒 尾 市 337-D地区 伊 藤 智 章

第42回 1995～1996 川 内 市 337-D地区 有 馬 駿 一

第43回 1996～1997 宜 野 湾 市 337-D地区 森 田 實

第44回 1997～1998 天 草 郡 松 島 町 337-D地区 住 本 親 人

第45回 1998～1999 鹿 児 島 市 337-D地区 塩 倉 安 伸

第46回 1999～2000 熊 本 市 337-D地区 杉 田 貞 治

第47回 2000～2001 鹿 児 島 市 337-D地区 水 間 良 信

第48回 2001～2002 宜 野 湾 市 337-D地区 中 西 久 彌

第49回 2002～2003 熊 本 市 337-D地区 魚 住 昭 三 郎

第50回 2003～2004 鹿 児 島 市 337-D地区 伊 集 院 一 男

第51回 2004～2005 熊 本 市 337-D地区 尾 池 希 雄

第52回 2005～2006 鹿 児 島 市 337-D地区 上 之 邦 彦

第53回 2006～2007 宜 野 湾 市 337-D地区 百 田 勝 彦

第54回 2007～2008 熊 本 市 337-D地区 二 階 堂 輝 男

第55回 2008～2009 鹿 児 島 市 337-D地区 岩 切 孔

第56回 2009～2010 熊 本 市 337-E地区 野 村 民 夫

第57回 2010～2011 熊 本 市 337-E地区 椿 幸 雄

第58回 2011～2012 熊 本 市 337-E地区 玉 川 孝

第59回 2012～2013 熊 本 市 337-E地区 髙 木 保 昌

第60回 2013～2014 熊 本 市 337-E地区 村 中 征 次 郎

第61回 2014～2015 熊 本 市 337-E地区 佐 藤 武 史

第62回 2015～2016 熊 本 市 337-E地区 桑 﨑 陽 彦

第63回 2016～2017 熊 本 市 337-E地区 安 田 倭 也

第64回 2017～2018 熊 本 市 337-E地区 村 中 尊 裕 亀

第65回 2018～2019 熊 本 市 337-E地区 高 橋 洋

337-D地区及び337-E地区　変遷と現況

2018年6月30日現在　クラブ数　56クラブ



Z クラブ名 年度別
E地区
結成順

スポンサークラブ 結成年月日 CN年月日
チャーター
メンバー 初代会長 初代幹事

熊 本 1958 1 福 岡 1958.08.06 1958.11.24 32 下田　教雄 田中　民夫
熊本サンライズ 1997 50 熊 本 1998.02.28 1998.11.20 21 江口　統務 薄木　彌代親
熊 本 白 門 2004 57 熊 本 2005.02.12 2005.08.27 30 後藤　邦生 鈴木　英昭
熊 本 黄 壁 城 2007 61 熊 本 2008.04.05 2008.06.21 20 西田　紀雄 岩崎　光
熊 本 平 成 2012 64 337-E 地 区 2012.02.26 2012.06.15 24 中村　加津代 林田　眞明
肥 後 熊 友 2012 65 熊本ディアマンテ 2012.03.29 2012.09.07 27 木下　時夫 松本　和久
熊 本 多 士 2018 74 熊 本 黄 壁 城 2018.06.16 21 今藤　雅之 戸澤　栄二
熊 本 第 一 1965 10 熊 本 中 央 1965.09.18 1966.10.23 23 田代　守雄 渡辺　克雄
熊 本 り ん ど う 1975 29 熊 本 第 一 1975.11.10 1976.02.15 51 奥村　嘉久三 南　　良治
熊 本 火 の 国 1978 32 熊 本 第 一 1979.04.24 1979.10.07 55 渡辺　正一 佐藤　敏夫
熊 本 金 峰 1991 43 熊 本 り ん ど う 1992.02.09 1992.06.20 21 谷口　正道 小崎　泰二郎
熊 本 リ バ テ ィ 1992 45 熊 本 第 一 1993.03.29 1993.11.02 27 内野　元 中西　竜男
肥 後 黎 明 2004 60 熊 本 火 の 国 2005.06.26 2006.01.22 25 渡辺　秀明 吉村　孝太郎
荒 尾 1960 3 大 牟 田 1960.10.12 1961.09.10 21 松本　則章 高岡　長雄
玉 名 1961 5 大 牟 田 1962.02.18 1962.11.11 32 森本　健次 喜田　春雄
長 洲 有 明 1974 27 荒 尾 1974.11.17 1975.09.21 31 黒田　健児 池本　胤満
菊 池 1962 7 熊 本 1963.02.11 1964.11.01 28 有田　義行 立山　憲心
植 木 1965 14 熊 本 1967.03.15 1967.11.19 25 星子　義法 高島　義行
山 鹿 1967 18 植 木 1968.02.04 1968.11.03 30 蒲池　新一 三善　俊男
合 志 1994 46 植 木 1995.03.05 1995.10.21 21 江良　好則 渡辺　力
阿 蘇 1968 21 熊本キャッスル 1969.03.20 1972.08.10 20 脇　　義寛 宮崎　孝次郎
高 森 1968 22 熊 本 中 央 1969.06.24 1971.09.24 29 小林　常雄 管田　守蔵
熊 本 大 津 1982 36 熊 本 1983.04.30 1983.11.23 25 鹿井　省文 宮本　修
阿 蘇 一 の 宮 1990 42 阿 蘇 1990.11.21 1991.03.17 21 内田　徳郎 釣井　賢
阿 蘇 小 国 郷 1996 48 熊 本 中 央 1996.12.15 1997.09.27 32 斉藤　寛 古澤　千城
熊 本 中 央 1962 6 熊 本 1963.01.23 1964.03.08 26 亀田　碩雄 布田　竜吉
熊本キャッスル 1968 16 熊 本 中 央 1968.12.02 1970.04.02 26 林　　謙敏 村島　陽一郎
熊 本 東 1982 35 熊本キャッスル 1983.04.29 1983.12.04 29 宇野　昭彦 西　　幸一
熊 本 菊 南 2004 59 熊 本 中 央 2005.02.25 2005.12.04 21 辻　　重男 中嶋　典子
熊 本 城 東 2011 63 熊 本 2011.07.23 2011.09.29 22 松田　博彦 延　廣政
肥 後 東 2014 66 熊 本 城 東 2014.7.17 2014.9.18 53 内田　浩次 鳥巣　勉
水 俣 1959 2 熊 本 1960.06.01 1961.05.14 21 松尾　角蔵 金子　豊
人 吉 1960 4 宮 崎 1961.02.06 1963.09.15 12 山賀　遵祐 上野　博
芦 北 1963 8 水 俣 1964.01.19 1965.05.05 20 篠原　幹一 山内　弘喜
免 田 1966 12 人 吉 1966.10.11 1967.10.13 16 井上　快竜 堂本　禎三

錦 1999 53 免 田 2000.02.27 2000.10.15 26 池邊　道人 塚本　栄治
八 代 1965 11 熊 本 中 央 1965.11.18 1967.03.19 22 井手尾　一巳 福田　勝美
八 代 球 磨 川 1968 17 八 代 1968.12.25 1969.10.12 11 山口　道男 宮崎　義人
八 代 氷 川 1975 30 八 代 球 磨 川 1976.02.28 1976.09.23 30 小田　直 緒方　次義
肥 後 小 川 1981 34 八 代 氷 川 1982.02.28 1982.10.17 27 西山　勗 塚本　和一
松 橋 1988 40 熊 本 南 1989.06.01 1989.09.03 22 高橋　溥明 古川　紀満
宇 土 1963 9 熊 本 中 央 1964.04.28 1965.03.28 20 吉田　富士夫 宮田　友喜
パ ー ル ラ イ ン 1968 23 三 角 1969.06.30 1971.10.24 21 島田　三郎 山下　義英
天 草 本 渡 1969 26 熊 本 第 一 1970.03.22 1971.05.23 28 馬場　巌 吉尾　正昭
牛 深 1978 33 天 草 本 渡 1979.06.12 1980.04.13 31 田代　剛人 上野　盤
城 南 1989 41 宇 土 1990.04.15 1990.11.04 36 小林　麟也 園田　忠勝
矢 部 1968 19 熊 本 マ グ ナ 1969.03.07 1970.10.25 24 坂本　章 江藤　武臣
甲 佐 1968 20 熊 本 第 一 1969.03.18 1970.09.24 16 高田　豊水 谷　　末則
御 船 1969 25 植 木 1969.04.04 1970.03.01 32 笹原　登 嶋田　一朗
砥 用 1973 28 矢 部 1974.02.19 1974.05.23 39 間部　一彰 白石　敬司
中 央 1997 51 甲 佐 1998.06.28 1998.09.15 33 長嶺　興也 藤田　立登
熊 本 マ グ ナ 1966 13 熊 本 中 央 1967.01.18 1968.03.17 27 池田　勝 津野田　孝行
熊 本 龍 峰 1983 37 熊 本 マ グ ナ 1984.03.17 1984.11.23 39 倉重　剛 内田　益弥
熊 本 南 1983 38 熊 本 り ん ど う 1984.05.03 1984.10.10 52 伊瀬知　三郎 小田　敏夫
熊 本 城 北 2004 58 熊 本 龍 峰 2005.02.19 2005.09.03 20 志水　一博 永村　一泰
熊 本 葵 2016 73 熊 本 マ グ ナ 2016.04.24 2016.10.14 21 熊宮　敏紘 酒井　隆子

※熊本創世紀ＬＣは、２０１７年６月３０日をもって解散
※熊本ディアマンテＬＣは、２０１８年６月３０日をもって解散
※玉名小代ＬＣは、２０１８年６月３０日をもって解散
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※熊本みさとＬＣは、２０１５年６月３０日をもって砥用ＬＣと合併

337-E地区クラブ調査表
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